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農
水
省
は
８
月
５
日
、
２１

年
度
の
食
料
自
給
率
及
び
食

料
自
給
力
指
標
を
公
表
し

た
。
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食

料
自
給
率
は
前
年
度
よ
り
１

㌽
上
昇
し
、３８
％
に
な
っ
た
。

小
麦
や
大
豆
の
増
収
等
に
よ

り
、
過
去
最
低
の
水
準
だ
っ

た
前
年
度
か
ら
上
昇
し
た
も

の
の
、
依
然
と
し
て
低
い
水

準
と
な
っ
て
い
る
。

カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給

率
は
、
小
麦
、
大
豆
が
作
付

面
積
、
単
収
と
も
に
増
加
し

た
こ
と
、
自
給
率
の
高
い
米

の
外
食
需
要
が
回
復
し
た
こ

と
等
に
よ
り
、
１
㌽
上
昇
し

た
。

一
方
、
生
産
額
ベ
ー
ス
の

自
給
率
は
、
国
際
的
な
穀
物

価
格
や
海
上
運
賃
の
上
昇
等

に
よ
り
、
畜
産
物
の
飼
料
輸

入
額
や
油
脂
類
・
で
ん
粉
な

ど
の
原
料
輸
入
額
が
増
加
し

た
こ
と
、
肉
類
や
魚
介
類
の

輸
入
単
価
が
上
昇
し
た
こ

と
、
米
や
野
菜
の
国
産
単
価

が
低
下
し
た
こ
と
等
に
よ

り
、
４
㌽
低
下
し
、
過
去
最

低
の
６３
％
に
な
っ
た
。

品
目
別
の
自
給
率
（
重
量

ベ
ー
ス
）
は
、
米
が
１
㌽
上

昇
の
９８
％
、
小
麦
が
２
㌽
上

昇
の
１７
％
、
大
豆
が
１
㌽
上

昇
の
７
％
に
な
っ
た
。
野
菜

は
１
㌽
低
下
の
７９
％
、
果
実

は
１
㌽
上
昇
の
３９
％
だ
っ

た
。飼

料
自
給
率｛
Ｔ
Ｄ
Ｎ（
可

消
化
養
分
総
量
）換
算
｝は
、

３
年
連
続
で
２５
％
に
と
ど
ま

っ
た
。
う
ち
粗
飼
料
自
給
率

は
前
年
度
と
同
じ
７６
％
、
濃

厚
飼
料
自
給
率
は
１
㌽
上
昇

の
１３
％
だ
っ
た
。

食
料
自
給
力
指
標
（
カ
ロ

リ
ー
）
は
、
「
国
内
生
産
の

み
で
、
ど
れ
だ
け
の
食
料
を

最
大
限
生
産
す
る
こ
と
が
可

能
か
」
（
食
料
の
潜
在
生
産

能
力
）
を
把
握
す
る
た
め
に

試
算
。
農
地
・
農
業
用
水
等

の
農
業
資
源
、
農
業
技
術
、

農
業
労
働
力
が
算
定
の
構
成

要
素
。
農
地
面
積
は
、
前
年

度
の
４
３
７
万
２
千
㌶
か
ら

２
万
３
千
㌶
減
り
、
４
３
４

万
９
千
㌶
に
な
っ
た
。

試
算
の
結
果
、
米
・
小
麦

中
心
の
作
付
け
の
場
合
は
、

前
年
度
と
同
じ
く
一
人
一
日

当
た
り
１
７
５
５
㌔
㌍
、
よ

り
労
働
力
を
要
す
る
イ
モ
類

中
心
の
作
付
け
の
場
合
は
、

前
年
度
を
７２
㌔
㌍
下
回
る
同

２
４
１
８
㌔
㌍
と
な
っ
た
。

前
年
度
と
同
様
に
、
イ
モ
類

中
心
の
作
付
け
で
は
、
体
重

を
保
つ
た
め
の
推
定
エ
ネ
ル

ギ
ー
必
要
量
２
１
６
９
㌔
㌍

を
上
回
る
が
、
現
実
の
食
生

活
に
近
い
米
・
小
麦
中
心
の

作
付
け
で
は
下
回
る
。

食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

計
画
で
は
、
３０
年
度
の
食
料

自
給
率
の
目
標
を
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
４５
％
、
生
産
額
ベ

ー
ス
で
７５
％
、
飼
料
自
給
率

の
目
標
を
３４
％
と
設
定
し
て

い
る
。
現
状
は
、
い
ず
れ
も

目
標
と
の
隔
た
り
が
大
き

い
。
穀
物
等
の
国
際
価
格
が

高
騰
し
て
い
る
中
、
食
料
の

安
定
供
給
に
向
け
た
抜
本
的

な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合
連

合
会
（
全
開
連
）
人
吉
食
肉
セ

ン
タ
ー
及
び
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト

㈱
本
社
工
場
の
再
建
工
事
に
係

る
起
工
式
が
７
月
１３
日
、
熊
本

県
球
磨
郡
錦
町
の
建
設
地
で
執

り
行
わ
れ
、
工
事
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

起
工
式
に
は
、
平
木
勇
・
全

開
連
代
表
理
事
会
長
、
坂
上
昌

弘
・
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
代
表

取
締
役
社
長
を
は
じ
め
、
来
賓

の
松
村
祥
史
参
議
院
議
員
、
森

本
完
一
錦
町
町
長
、
熊
本
県
関

係
者
、
工
事
関
係
者
ら
多
数
が

列
席
し
た
。
平
木
会
長
、
坂
上

社
長
ら
五
氏
に
よ
る
刈
初
之
儀

く
わ

・
鍬
入
之
儀
等
の
地
鎮
之
儀
や
、

平
木
会
長
、
来
賓
ら
八
氏
に
よ

た
ま
ぐ
し
ほ
う
て
ん

る
玉
串
奉
奠
等
の
神
事
を
執
り

行
い
、
工
事
の
無
事
を
祈
願
し

た
。同

セ
ン
タ
ー
及
び
同
工
場

は
、
一
昨
年
の
「
令
和
２
年
７

月
豪
雨
」
に
よ
る
球
磨
川
の
氾

濫
で
甚
大
な
冠
水
被
害
を
受

け
、
操
業
不
能
と
な
っ
た
。

施
設
が
あ
っ
た
場
所
か
ら
離

れ
た
高
台（
同
町
大
字
木
上
西
）

に
新
施
設
を
建
設
す
る
。
敷
地

面
積
は
３
万
３
２
１
㎡
で
、
施

設
（
本
体
棟
、
け
い
留
所
、
病

畜
棟
）
の
延
べ
床
面
積
は
４
９

３
７
㎡
。
鉄
骨
２
階
建
て
で
、

１
日
当
た
り
牛
４５
頭
の
処
理
能

力
を
有
す
る
近
代
的
な
も
の
に

な
る
。

来
年
１０
月
１
日
の
操
業
開
始

を
目
指
し
て
い
る
。

写
真
㊤
「
刈
初
之
儀
」
平
木
全

開
連
会
長
、
㊦
「
鍬
入
之
儀
」

坂
上
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
社
長

農
水
省
は
７
月
２７
日
、
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
食
糧
部
会
を
開
き
、
「
米

穀
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定

に
関
す
る
基
本
指
針
（
米
の

基
本
指
針
）
」
の
策
定
に
つ

い
て
諮
問
し
た
。
２２
／
２３
年

の
需
給
見
通
し
な
ど
の
基
本

指
針
案
を
示
し
、
了
承
さ
れ

た
。２１

／
２２
年
（
２１
年
７
月
〜

２２
年
６
月
）
の
主
食
用
米
の

需
要
実
績
は
前
年
（
７
０
４

万
㌧
）
に
比
べ
約
２
万
㌧
減

の
７
０
２
万
㌧（
速
報
値
）、

２２
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
量

は
前
年
（
２
１
８
万
㌧
）
に

比
べ
約
１
万
㌧
減
の
２
１
７

万
㌧
（
同
）
と
な
っ
た
。
需

給
が
安
定
す
る
適
正
在
庫
水

準
は
、
１
８
０
〜
２
０
０
万

㌧
と
さ
れ
て
い
る
。

主
食
用
米
の
需
要
量
は
、

食
生
活
の
多
様
化
等
に
伴
う

１
人
当
た
り
消
費
量
の
減
少

や
人
口
減
少
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
減
少
傾
向
で
推
移
。

１５
／
１６
年
以
降
は
毎
年
１０
万

㌧
程
度
減
少
し
て
い
る
。

２２
／
２３
年
（
２２
年
７
月
〜

２３
年
６
月
）
の
需
要
量
の
見

通
し
は
、
過
去
の
デ
ー
タ
を

用
い
て
算
出
し
た
１
人
当
た

り
の
年
間
消
費
量
５５
・
４
㌔

（
推
計
値
）
に
２２
年
の
人
口

（
同
）
を
乗
じ
て
６
９
２
万

㌧
と
し
た
。
初
め
て
７
０
０

万
㌧
を
下
回
る
見
通
し
と
な

っ
た
。

需
給
を
安
定
さ
せ
る
た

め
、
２２
年
産
の
適
正
生
産
量

を
２１
年
産
の
生
産
量
（
平
年

作
換
算
６
９
６
万
㌧
）
か
ら

２１
万
㌧
（
面
積
で
は
約
３
・

９
万
㌶
）
減
の
６
７
５
万
㌧

と
設
定
。
２２
年
６
月
末
の
民

間
在
庫
量
を
足
す
と
、
２２
／

２３
年
の
供
給
量
は
８
９
２
万

㌧
。需
要
量
を
差
し
引
く
と
、

２３
年
６
月
末
の
民
間
在
庫
量

は
適
正
水
準
の
上
限
と
さ
れ

る
２
０
０
万
㌧
に
な
る
見
通

し
。同

省
の
主
食
用
米
の
作
付

け
意
向
調
査
（
２２
年
６
月
末

時
点
）
か
ら
、
作
付
面
積
が

約
４
・
３
万
㌶
減
る
見
込
み

と
な
っ
た
。
平
年
作
で
あ
れ

ば
（
６
７
３
万
㌧
）
、
２３
年

６
月
末
の
民
間
在
庫
量
は
１

９
８
万
㌧
に
な
る
。

２２
年
産
の
生
産
量
は
、
実

際
の
作
付
面
積
や
作
柄
で
上

下
す
る
が
、
見
通
し
ど
お
り

に
な
れ
ば
、
需
給
は
安
定
に

向
か
う
。

岸
田
文
雄
首
相
は
８
月

１０
日
、
第
２
次
改
造
内
閣

を
発
足
さ
せ
た
。
農
林
水

産
大
臣
に
は
、
野
村
哲
郎

氏
（
７８
歳
、
自
民
党
、
参

院
・
鹿
児
島
選
挙
区
、
当

選
４
回
）
を
起
用
し
た
。

野
村
氏
は
、
鹿
児
島
県
農

協
中
央
会
で
参
事
、
常
務
理

事
な
ど
を
歴
任
し
た
後
、
０４

年
の
参
院
選
に
出
馬
し
、
初

当
選
し
た
。
農
林
水
産
政
務

官
や
参
院
農
林
水
産
委
員

長
、
党
農
林
部
会
長
な
ど
を

務
め
た
。

ま
た
、
政
府
は
１２
日
の
臨

時
閣
議
で
、
副
大
臣
等
の
人

事
を
決
め
た
。
農
林
水
産
副

大
臣
に
は
、勝
俣
孝
明
氏（
４６

歳
、
自
民
党
、
衆
院
・
静
岡

６
区
、
当
選
４
回
）
と
野
中

厚
氏
（
４５
歳
、
自
民
党
、
衆

院
・
比
例
北
関
東
、
当
選
４

回
）
が
就
任
し
た
。

農
水
省
は
７
月
２７
日
、
２２

年
産
主
食
用
米
・
戦
略
作
物

等
の
作
付
け
意
向
の
第
３
回

中
間
的
取
組
状
況
（
２２
年
６

月
末
時
点
）
を
発
表
し
た
。

主
食
用
米
の
作
付
け
意
向

は
、
２１
年
産
実
績
（
面
積
）

に
比
べ
「
減
少
傾
向
」
が
前

回
（
６
月
末
時
点
）
の
３７
道

府
県
か
ら
４０
道
府
県
に
増
え

た
。主

食
用
米
の
需
給
安
定
の

た
め
、
主
食
用
米
か
ら
戦
略

作
物
等
へ
の
作
付
け
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
た
。
「
前
年

並
み
」
は
１０
都
県
か
ら
７
都

県
へ
と
減
り
、「
増
加
傾
向
」

の
県
は
前
回
同
様
な
か
っ

た
。減

少
傾
向
と
し
た
県
の
う

ち
、
「
１
〜
３
％
程
度
減
少

傾
向
」
は
２２
府
県
（
前
回
比

８
県
減
）
、
「
３
〜
５
％
程

度
減
少
傾
向
」
は
１５
県
（
１１

県
増
）
、
「
５
％
超
の
減
少

傾
向
」
は
３
道
県
（
前
回
比

同
）
だ
っ
た
。
主
産
地
で
あ

る
北
海
道
、
宮
城
、
栃
木
が

前
回
に
続
き
５
％
を
超
え
る

減
少
率
を
見
込
ん
で
い
る
。

戦
略
作
物
等
の
作
付
け
意

向
は
、
多
く
の
品
目
で
「
前

年
よ
り
増
加
傾
向
」
と
し
て

い
る
県
が
多
い
。
増
加
傾
向

と
す
る
県
が
最
も
多
か
っ
た

品
目
は
飼
料
用
米
で
、
４５
道

府
県
（
前
回
比
３
県
増
）
。

次
い
で
、稲
発
酵
粗
飼
料（
Ｗ

Ｃ
Ｓ
＝
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ

イ
レ
ー
ジ
）
用
稲
が
４２
道
府

県
（
９
県
増
）
、
大
豆
が
３１

道
府
県
（
１
県
増
）
な
ど
と

な
っ
て
い
る
。
飼
料
用
米
と

稲
発
酵
粗
飼
料
用
稲
で
「
前

年
よ
り
減
少
傾
向
」
と
す
る

県
は
前
回
同
様
な
か
っ
た
。

直近５年の食料自給率等の動向 （％）

２０３０
目標
４５
７５
３４
４１４

２０２１

３８
６３
２５
４３５

２０２０

３７
６７
２５
４３７

２０１９

３８
６６
２５
４４０

２０１８

３７
６６
２５
４４２

２０１７

３８
６６
２６
４４４

年度

カロリーベース
生産額ベース
飼料自給率

農地面積（万 ha）

２０２２/２３年の主食用米等の
需給見通し（万㌧）

２１７
（２１８）

６７５
（７０１）

８９２
（９１９）

６９２
（７０２）

２００
（２１７）

※（ ）内は２１/２２年の需給実績（速報値）
（農水省の資料を基に作成）

a

b

c＝a+b

d

e＝c-d

２２年６月末の
民間在庫量

２２年産主食用
米等生産量

２２/２３年主食用
米等供給量計

２２/２３年主食用
米等需要量

２３年６月末の
民間在庫量

農
水
大
臣
に
野
村
氏
起
用

食
料
自
給
率
２１
年
度
３８
％

第
２
次
岸
田
改
造
内
閣
発
足

１
㌽
上
昇
も
低
水
準
続
く

２２年産 主食用米の作付け意向
減少傾向が４０道府県に
飼料用米等への転換が増加

２２
年
産
主
食
用
米
、減
産
進
む

基
本

指
針

２２
／
２３
年
の
需
要
量
７
０
０
万
㌧
割
れ

全開連人吉食肉センター・ゼンカイミート
被災施設の再建工事に着手

・「食料・農業 知っておきたい話」－１１２（２面）
・２１年度 ナチュラルチーズ生産量７％増（３面）
・食品表示制度変更認知依然２割 （４面）
・倉谷さん（和歌山）支えるイベント開催 （５面）
・鈴木兄弟（京都）力合わせ営農 （６面）
・肉用牛の暑熱対策 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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農
林
水
産
業
の
環
境
負
荷

低
減
等
を
図
る
新
法
「
環
境

と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス

テ
ム
の
確
立
の
た
め
の
環
境

負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進

等
に
関
す
る
法
律
」
（
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
）
が

７
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
。

同
省
は
昨
年
５
月
、
農
林

水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持

続
性
の
両
立
を
目
指
す
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」を
策
定
。
５０
年
ま
で
に
、

化
学
農
薬
使
用
量
（
リ
ス
ク

換
算
）
５０
％
低
減
、
化
学
肥

料
使
用
量
３０
％
低
減
、
耕
地

面
積
に
占
め
る
有
機
農
業
の

取
り
組
み
面
積
２５
％
（
１
０

０
万
㌶
）
に
拡
大
―
な
ど
の

数
値
目
標
を
掲
げ
た
。
今
年

６
月
２１
日
に
設
定
し
た
中
間

目
標
で
は
、
３０
年
ま
で
に
、

化
学
農
薬
使
用
量
（
同
）
１０

％
低
減
、
化
学
肥
料
使
用
量

２０
％
低
減
、
有
機
農
業
の
取

り
組
み
面
積
６
万
３
千
㌶
に

拡
大
―
な
ど
と
し
た
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
は
、
同
戦
略
の
実
現
に
向

け
た
基
本
理
念
等
を
定
め
て

い
る
。
基
本
理
念
と
し
て
、

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料

シ
ス
テ
ム
は
、農
林
漁
業
者
、

事
業
者
、
消
費
者
等
の
関
係

者
の
理
解
の
下
、
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
確
立

が
図
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
等
を
規
定
。
そ
の
上
で
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
必

要
な
施
策
を
策
定
・
実
施
す

る
責
務
を
有
す
る
こ
と
、
農

林
漁
業
者
、
事
業
者
は
事
業

活
動
を
通
じ
て
、
消
費
者
は

農
林
水
産
物
等
の
選
択
を
通

じ
て
、
環
境
へ
の
負
荷
の
低

減
に
努
め
る
こ
と
等
を
規
定

し
て
い
る
。

計
画
認
定
制
度
で

農
業
者
等
を
支
援

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る

農
林
漁
業
者
や
、
新
技
術
の

提
供
等
を
行
う
事
業
者
を
認

定
・
支
援
す
る
制
度
を
創
設
。

制
度
の
枠
組
み
（
図
）
は
、

国
が
定
め
た
環
境
負
荷
低
減

事
業
活
動
（
土
づ
く
り
、
化

学
農
薬
・
肥
料
の
使
用
量
低

減
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
削
減
な
ど
）
の
促
進
等
に

関
す
る
基
本
方
針
（
今
年
９

月
公
表
予
定
）
に
基
づ
き
、

都
道
府
県
・
市
町
村
が
「
基

本
計
画
」
を
作
成
す
る
。

農
林
漁
業
者
は
、
環
境
負

荷
低
減
事
業
活
動
実
施
計
画

を
作
成
し
、
申
請
す
る
。
認

定
を
受
け
た
農
林
漁
業
者
に

は
、
特
例
で
支
援
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
。
食
品
事
業
者
等

の
取
り
組
み
は
国
が
認
定
す

る
。

主
な
支
援
措
置
は
、
必
要

な
設
備
等
へ
の
資
金
繰
り
支

援
で
は
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
に
よ
る
無
利
子
・
低
利
の

融
資
が
受
け
ら
れ
る
（
農
業

改
良
資
金
の
貸
付
・
償
還
期

間
の
延
長
、
畜
産
経
営
環
境

調
和
推
進
資
金
の
貸
付
な

ど
）
。
税
制
で
は
、
新
た
に

創
設
し
た
「
み
ど
り
投
資
促

進
税
制
」
に
よ
り
、
化
学
農

薬
・
科
学
肥
料
の
使
用
削
減

に
必
要
な
機
械
な
ど
の
設
備

投
資
に
特
別
償
却
が
適
用
さ

れ
る
。

基
本
計
画
で
設
定
さ
れ
た

特
定
区
域
内
で
は
、
地
域
ぐ

る
み
の
取
り
組
み
に
必
要
な

施
設
整
備
等
に
関
す
る
農
地

転
用
許
可
な
ど
の
行
政
手
続

き
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
さ

れ
、
簡
単
に
な
る
。
ま
た
、

有
機
農
業
者
と
慣
行
農
業
者

が
話
し
合
っ
て
営
農
に
関
す

る
ル
ー
ル
（
有
機
農
業
の
栽

培
管
理
協
定
）
を
定
め
、
市

町
村
長
の
認
可
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
認
可
を
受
け

る
と
、
後
か
ら
土
地
の
所
有

者
に
な
っ
た
者
に
も
効
力
が

生
じ
、
有
機
農
業
の
拡
大
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

動
か
ぬ
政
策

２
０
０
８
年
の
エ
サ
危
機
を
上

回
る
酪
農
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
。
北
海
道
か
ら
は
「
限
界
が
近

づ
い
て
い
る
」、
熊
本
か
ら
は「
９

割
の
酪
農
家
が
赤
字
で
、
数
ヵ
月

持
つ
か
ど
う
か
」
、
福
岡
か
ら
は

「
飼
料
価
格
の
補
て
ん
制
度
の
運

営
が
限
界
に
近
付
い
て
分
割
支
払

い
に
な
る
た
め
資
金
繰
り
が
も
た

な
く
な
る
」
と
い
っ
た
切
実
な
声

が
届
い
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
は
政
策
が
動
か

な
い
。
０８
年
に
は
、
筆
者
が
農
政

審
議
会
・
畜
産
部
会
長
で
、
加
工

原
料
乳
補
給
金
の
史
上
初
の
年
度

途
中
の
期
中
改
定
と
飲
用
乳
価
へ

の
緊
急
補
て
ん
（
３
円
程
度
）
で

ま
ず
政
策
が
動
き
、
そ
れ
を
シ
グ

ナ
ル
に
価
格
転
嫁
へ
の
理
解
醸
成

を
進
め
て
取
引
乳
価
が
１５
円
引
き

上
げ
ら
れ
た
。

０８
年
の
ほ
う
が
生
産
者
の
全
国

的
運
動
も
大
き
か
っ
た
が
、
そ
れ

を
受
け
た
政
策
の
動
き
は
、
自
民

党
農
林
族
―
全
中
―
農
水
省
の
ト

ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
動
き
、
審
議
会

に
案
が
出
て
き
た
。
こ
う
し
た
政

策
決
定
を
主
導
す
る
構
造
が
今
は

崩
れ
た
。
官
邸
―
規
制
改
革
推
進

会
議
の
ル
ー
ト
の「
命
令
」に
は
、

自
民
党
農
林
族
―
全
中
―
農
水
省

の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
も
無
力
で
、

微
修
正
程
度
で
、
た
だ
従
う
だ
け

だ
。
規
制
改
革
ル
ー
ト
が
動
か
な

い
と
政
策
は
動
か
な
い
。
彼
ら
は

現
場
の
農
家
を
守
る
こ
と
に
関
心

は
な
い
。

業
界
が
動
く

こ
う
し
て
今
回
は
政
策
が
動
か

な
い
中
、つ
い
に
業
界
が
動
い
た
。

全
国
の
切
実
な
声
を
受
け
て
、
関

東
生
乳
販
連
と
大
手
乳
業
と
の
取

引
乳
価
の
引
き
上
げ
交
渉
が
行
わ

れ
、
７
月
２０
日
に
関
東
で
１１
月
か

ら
飲
用
乳
価
の
１０
円
引
き
上
げ
に

合
意
し
て
、
こ
れ
が
全
国
に
波
及

し
た
。

配
合
飼
料
価
格
は
６８
円
／
㎏

（
２０
年
）
か
ら
９８
円
／
㎏
（
２２
年
）

に
３０
円
上
昇
し
て
い
る
。
中
国
地

方
の
デ
ー
タ
で
は
、
乳
価
１
１
４

円
／
㎏
に
対
し
て
生
産
コ
ス
ト
約

１
２
７
円
／
㎏
で
、
約
１３
円
の
赤

字
と
の
数
値
も
あ
る
。熊
本
で
は
、

今
回
の
危
機
の
前
は
「
乳
価
―
餌

代
」
＝
３０
円
で
、
そ
れ
が
経
営
持

続
に
必
要
な
水
準
だ
が
、
今
は
０

円
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
の

指
摘
が
あ
る
。
餌
代
３０
円
の
上
昇

と
整
合
的
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
１０
円
引
き
上
げ
で
は
焼
け
石

に
水
と
の
声
が
大
き
い
。

ま
た
、
北
海
道
で
は
加
工
原
料

乳
価
が
８０
％
を
占
め
る
の
で
、
飲

用
が
１０
円
上
が
っ
て
も
、
加
工
原

料
乳
価
が
上
が
っ
て
い
な
い
の

で
、
プ
ー
ル
乳
価
は
２
円
の
ア
ッ

プ
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
。
加
工

原
料
乳
価
引
き
上
げ
が
必
須
で
あ

る
。政

府
の
役
割

し
か
し
、
消
費
者
も
所
得
が
減

り
続
け
て
お
り
、
牛
乳
の
値
上
げ

は
つ
ら
い
。
一
方
、
酪
農
家
に
は

こ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
今
こ
そ
、
政
策
の
出
番
で
あ

る
。
農
家
に
必
要
な
価
格
と
消
費

者
が
買
え
る
価
格
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

（
の
一
部
）
を
農
家
（
ま
た
は
消

費
者
）
に
補
て
ん
し
て
両
者
を
助

け
る
の
が
政
治
・
行
政
の
役
割
で

あ
る
。

酪
農
家
の
赤
字
が
仮
に
１３
円
／

㎏
と
す
れ
ば
、
取
引
乳
価
が
１０
円

引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ら
、
政
府
が

酪
農
家
に
少
な
く
と
も
３
円
補
て

ん
す
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

消
費
者
負
担
を
減
ら
す
に
は
、
政

府
が
１３
円
を
補
て
ん
す
る
の
が
ベ

ス
ト
で
あ
る
が
。

加
工
原
料
乳
価
へ
の

対
応
も
不
可
欠

北
海
道
の
加
工
原
料
乳
価
を
飲

用
乳
価
と
同
じ
だ
け
上
げ
る
こ
と

は
絶
対
不
可
欠
で
あ
る
。
飲
用
と

加
工
と
の
格
差
が
輸
送
費
の
差
を

超
え
て
広
が
り
す
ぎ
る
と
、
次
式

の
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
北

海
道
の
我
慢
の
限
界
と
な
り
、
ア

ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
流
通
も
増
え
、
北

海
道
生
乳
の
飲
用
化
に
歯
止
め
が

か
か
ら
ず
、
「
南
北
戦
争
」
激
化

で
、生
乳
流
通
が
大
混
乱
に
陥
り
、

都
府
県
も
北
海
道
も
全
酪
農
家
が

共
倒
れ
し
、
消
費
者
も
十
分
に
牛

乳
を
飲
め
な
く
な
る
。

加
工
原
料
乳
価
＋
補
給
金
＋
輸

送
費
＝
飲
用
乳
価

８０
＋
１１
＋
２５
＝
１
１
６
（
円
）

こ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ま

ず
ひ
と
つ
は
、
政
策
の
役
割
が
あ

る
。
０８
年
に
行
っ
た
加
工
原
料
乳

補
給
金
の
期
中
改
定
が
必
要
で
あ

る
。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
は
、

ホ
ク
レ
ン
と
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引

乳
価
の
期
中
改
定
で
あ
る
。

脱
脂
粉
乳
在
庫
が
多
い
か
ら
加

工
原
料
乳
価
が
上
げ
ら
れ
な
い
と

い
う
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
需
給

緩
和
は
酪
農
家
の
責
任
で
な
い
。

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
政
策
誘

導
と
コ
ロ
ナ
禍
が
重
な
っ
た
政
策

の
責
任
で
あ
る
。
倒
産
し
そ
う
な

酪
農
家
に
２
円
２４
銭
も
在
庫
処
理

金
を
負
担
さ
せ
、
酪
農
家
の
倒
産

を
加
速
し
て
も
、
乳
価
は
そ
の
ま

ま
と
は
何
と
い
う
不
条
理
か
。
酪

農
家
が
大
量
倒
産
し
て
し
ま
っ
て

か
ら
間
違
い
に
気
づ
い
て
も
遅

い
。政

府
へ
の
要
請
だ
け
で
な
く
農

協
自
ら
が
ま
ず
酪
農
家
の
た
め
に

や
れ
る
こ
と
を
や
ろ
う
。
消
費
者

も
小
売
業
界
も
メ
ー
カ
ー
も
輸
入

依
存
を
脱
却
し
て
ほ
し
い
。
消
費

者
に
は
価
格
転
嫁
を
理
解
し
て
ほ

し
い
。
成
長
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
心

配
が
な
い
国
産
牛
乳
・
畜
産
物
、

防
カ
ビ
剤
な
ど
の
心
配
が
な
い
国

産
米
麦
は
価
格
以
上
の
価
値
、
命

の
源
で
あ
り
、
国
内
農
家
は
希
望

の
光
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
踏
ん
張
っ

て
き
た
「
精
鋭
」
の
酪
農
家
さ
ん

に
は
、
国
民
の
命
を
守
る
た
め
に

も
、
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
、
踏
ん

張
っ
て
ほ
し
い
。
国
際
乳
製
品
需

ひ
っ
ぱ
く

給
は
逼
迫
基
調
で
各
国
の
乳
価
、

乳
製
品
価
格
も
上
昇
し
、
日
本
酪

農
の
競
争
力
も
相
対
的
に
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
今
を
凌
げ
ば
未
来
は

拓
け
る
。

第112回

Ｊ
ミ
ル
ク
は
７
月
２９
日
、

２２
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
に
つ
い
て
、
３
回

目
の
見
通
し
を
発
表
し
た
。

全
国
の
生
乳
生
産
量
は
前
年

度
比
０
・
４
％
増
の
７
６
７

万
６
千
㌧
と
、
４
年
連
続
の

増
産
と
な
る
見
通
し
。
前
回

（
６
月
３
日
）
の
見
通
し
か

ら
、
０
・
４
㌽
下
方
修
正
し

た
。
生
乳
の
需
給
緩
和
の
状

況
は
変
わ
ら
ず
、
脱
脂
粉
乳

の
期
末
在
庫
量
は
１０
万
㌧
を

超
え
る
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
。地

域
別
で
は
、
北

海
道
が
１
・
４
％
増

の
４
３
７
万
㌧
、
都

府
県
は
０
・
９
％
減

の
３
３
０
万
５
千

㌧
。
そ
れ
ぞ
れ
０
・

６
㌽
、
０
・
２
㌽
下

方
修
正
し
た
。
乳
用

雌
牛
の
２
歳
以
上
の

頭
数
が
全
国
で
は
前

年
を
下
回
る
見
通

し
。
前
回
は
、
前
年

並
み
に
推
移
す
る
見

通
し
だ
っ
た
。

牛
乳
等
の
生
産
量

の
見
通
し
は
、
牛
乳
類
（
牛

乳
、
加
工
乳
、
成
分
調
整
牛

乳
、
乳
飲
料
）
が
０
・
５
％

減
の
４
６
０
万
９
千
㌔
㍑
、

は
っ
酵
乳
が
４
・
０
％
減
の

９８
万
３
千
㌔
㍑
と
予
測
。
そ

れ
ぞ
れ
０
・
６
㌽
、
１
・
７

㌽
下
方
修
正
し
た
。
業
務
用

需
要
は
回
復
傾
向
で
推
移
し

て
い
る
も
の
の
、
家
庭
内
需

要
は
巣
ご
も
り
需
要
の
反
動

に
加
え
、
物
価
高
に
よ
る
家

計
の
負
担
増
か
ら
、
節
約
志

向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

用
途
別
処
理
量
は
、
飲
用

等
向
け
が
０
・
３
％
減
の
４

０
３
万
６
千
㌧
、
乳
製
品
向

け
が
１
・
３
％
増
の
３
５
９

万
２
千
㌧
と
予
測
。

こ
の
う
ち
脱
脂
粉
乳

・
バ
タ
ー
等
向
け
は
、

０
・
７
％
減
の
１
８

５
万
２
千
㌧
と
前
年

度
を
下
回
る
見
通
し

と
な
っ
た
。

脱
脂
粉
乳
の
推
定

出
回
り
量
は
、
各
対

策
分
（
約
２
万
５
千

㌧
）
を
加
味
す
る
と

前
年
度
を
上
回
る
見

通
し
。
期
末
在
庫
量

は
、
６
・
３
％
増
の

１０
万
３
９
０
０
㌧

（
８
・
７
ヵ
月
分
）

と
予
測
。
前
回
よ
り
減
る
も

の
の
、
引
き
続
き
過
去
最
高

の
水
準
と
な
る
見
通
し
。

生
産
資
材
価
格
の
高
騰
等

に
よ
り
、
酪
農
経
営
は
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
、
牛
乳
乳
製
品

需
要
の
維
持
・
拡
大
の
た
め

に
は
、
「
消
費
者
等
へ
の
丁

寧
な
説
明
に
よ
る
理
解
醸
成

や
、
業
界
外
関
係
者
も
巻
き

込
ん
だ
実
効
性
あ
る
消
費
拡

大
が
重
要
」
と
強
調
し
て
い

る
。

２０２２年度の地域別生乳生産量（見通し）
（千㌧、％）

都府県
前年比
９９．１
９９．１
９９．１

（Ｊミルクの資料から）

１，６６０
１，６４６
３，３０５

北海道
前年比
１０２．１
１００．６
１０１．４

２，２０７
２，１６４
４，３７０

全国

前年比
１００．８
１００．０
１００．４

３，８６６
３，８１０
７，６７６

上 期
下 期
年度計

乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
東京大学教授鈴木宣弘氏

生乳生産量０．４％増に下方修正
Ｊ ミ ル ク
２２年度見通し牛乳類生産量は０．５％減

「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
」施
行

化
学
農
薬
・
肥
料
の
使
用
削
減
へ
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農
水
省
は
７
月
１９
日
、
２１

年
度
の「
チ
ー
ズ
の
需
給
表
」

を
公
表
し
た
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
と
プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ

を
合
わ
せ
た
総
消
費
量
は
前

年
度
並
み
だ
っ
た
。
国
産
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
生
産
量

が
前
年
度
を
上
回
り
、
総
消

費
量
に
占
め
る
国
産
の
割
合

（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
ベ
ー

ス
）
は
、
上
昇
に
転
じ
た
前

年
度
に
続
き
上
昇
し
た
。

国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ

の
生
産
量
は
前
年
度
比
７
・

０
％
増
の
４
万
５
３
４
１
㌧

（
速
報
値
、
以
下
同
じ
）
と

２
年
連
続
で
前
年
度
を
上
回

っ
た
（
表
）
。
内
訳
は
、
プ

ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
原
料
用
が
２

・
３
％
増
の
２
万
１
５
８
５

㌧
、
同
原
料
用
以
外
（
直
接

消
費
用
、
業
務
用
、
そ
の
他

原
料
用
）
が
１１
・
８
％
増
の

２
万
３
７
５
６
㌧
と
、
と
も

に
好
調
だ
っ
た
。

一
方
、
輸
入
ナ
チ
ュ
ラ
ル

チ
ー
ズ
の
総
量
は
、
２
・
１

％
減
の
２７
万
６
６
４
６
㌧
と

２
年
連
続
で
前
年
度
を
下
回

っ
た
。
内
訳
は
、
プ
ロ
セ
ス

チ
ー
ズ
原
料
用
が
３
・
３
％

減
の
８
万
８
３
０
４
㌧
、
同

原
料
用
以
外
が
１
・
５
％
減

の
１８
万
８
３
４
２
㌧
。

国
産
品
と
輸
入
品
を
合
わ

せ
た
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の

消
費
量
は
、前
年
度
並
み（
０

・
１
％
減
）
の
２１
万
２
０
９

８
㌧
だ
っ
た
。

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
は
、
ナ

チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
を
加
熱
溶

解
し
て
製
造
す
る
。
保
存
性

が
高
く
、
日
本
で
は
消
費
量

が
多
い
。
２１
年
度
の
消
費
量

は
前
年
度
並
み
（
０
・
４
％

減
）
の
１４
万
２
４
１
９
㌧
だ

っ
た
。
内
訳
は
、
国
内
生
産

量
が
前
年
度
並
み
（
０
・
６

％
減
）の
１３
万
２
９
６
６
㌧
、

輸
入
量
が
２
・
２
％
増
の
９

４
５
３
㌧
。

そ
の
結
果
、
総
消
費
量
は

前
年
度
並
み
（
０
・
３
％

減
）
の
３５
万
４
５
１
７
㌧
と

な
っ
た
。
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
が
占
め
る
割
合
は
５９
・
８

％
で
前
年
度
と
同
じ
だ
っ

た
。近

年
、
食
生
活
の
多
様
化

や
健
康
志
向
の
高
ま
り
な
ど

に
伴
い
、
チ
ー
ズ
の
１
人
当

た
り
消
費
量
が
伸
び
て
い

る
。
だ
が
、
国
産
ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ
の
生
産
量
は
１９
年

度
ま
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移

し
、
輸
入
量
が
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
た
。

プ
ロ
セ
ス
チ
ー
ズ
原
料
用

の
国
産
の
割
合
を
み
る
と
、

０
・
８
㌽
上
昇
の
１９
・
６
％

に
と
ど
ま
り
、
５
年
連
続
で

２０
％
を
下
回
っ
た
。
ナ
チ
ュ

ラ
ル
チ
ー
ズ
に
換
算
し
た
消

費
量
全
体
に
占
め
る
国
産
の

割
合
は
、
前
年
度
か
ら
１
・

０
㌽
上
昇
の
１３
・
７
％
と
、

１６
年
度
水
準
に
な
っ
た
も
の

の
、
依
然
と
し
て
低
迷
が
続

い
て
い
る
。

※
同
省
は
同
日
、
１１
年
度

〜
２０
年
度
の
同
需
給
表
に
お

け
る
国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー

ズ
生
産
量
等
の
公
表
値
を
訂

正
し
た
。

農
水
省
は
８
月
５
日
、
２２

年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
の

農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出

実
績
を
発
表
。
輸
出
総
額
は

前
年
同
期
比
７
５
４
億
円

（
１３
・
１
％
）
増
の
６
５
２

５
億
円
と
な
り
、
上
半
期
と

し
て
は
過
去
最
高
だ
っ
た
。

内
訳
は
、
農
産
物
（
加
工

食
品
含
む
）
が
４
０
５
０
億

円
（
前
年
同
期
比
７
・
９
％

増
）
、
林
産
物
が
３
１
２
億

円
（
１１
・
０
％
増
）
、
水
産

物
が
１
８
０
２
億
円
（
３１
・

５
％
増
）
、
１
品
目
２０
万
円

以
下
の
少
額
貨
物
が
３
６
１

億
円
（
１
・
６
％
減
）
。

欧
米
を
中
心
に
外
食
需
要

が
回
復
し
た
こ
と
や
、
小
売

店
向
け
や
Ｅ
Ｃ
（
電
子
商
取

引
）
販
売
等
の
新
た
な
販
路

へ
の
販
売
が
堅
調
だ
っ
た
こ

と
等
か
ら
、
農
産
物
、
林
産

物
、
水
産
物
と
も
に
多
く
の

品
目
で
輸
出
額
が
伸
び
て
、

総
額
も
伸
び
た
。

農
産
物
の
輸
出
額
を
品
目

別
に
み
る
と
、
畜
産
品
は
前

年
同
期
比
９
・
９
％
増
の
５

４
３
億
円
だ
っ
た
。
牛
乳
・

乳
製
品
が
１
４
０
億
円
（
２０

・
０
％
増
）
と
好
調
を
維
持

し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
に

東
南
ア
ジ
ア
で
育
児
用
粉
乳

の
輸
出
が
拡
大
し
た
こ
と
に

加
え
、
香
港
な
ど
で
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
や
そ
の
他
氷
菓
も

好
調
だ
っ
た
。
前
年
同
期
に

大
き
く
伸
び
た
牛
肉
は
２
１

４
億
円
（
５
・
２
％
減
）
に

と
ど
ま
っ
た
。

野
菜
・
果
実
等
も
２
４
８

億
円
（
７
・
５
％
増
）
と
好

調
を
維
持
。
イ
チ
ゴ
が
３８
億

円
（
２９
・
７
％
増
）
と
大
き

く
伸
び
た
ほ
か
、
ナ
ガ
イ
モ

が
１２
億
円
と
５
・
７
％
増
え

た
。
前
年
同
期
に
大
き
く
伸

び
た
リ
ン
ゴ
は
４４
億
円
（
３２

・
０
％
減
）
だ
っ
た
。
２１
年

産
の
収
穫
量
が
春
先
の
凍
霜

害
に
よ
り
減
少
し
、
輸
出
向

け
の
長
期
貯
蔵
物
が
少
な
か

っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
日
本
酒
が
２

３
４
億
円
（
３３
・
７
％
増
）
、

緑
茶
が
１
０
３
億
円
（
７
・

１
％
増
）
、
米
（
援
助
米
除

く
）
が
３２
億
円
（
１８
・
６
％

増
）
と
そ
れ
ぞ
れ
伸
び
た
。

国
・
地
域
別
で
は
、
米
国

向
け
の
伸
び
が
大
き
い
。
水

産
物
や
日
本
酒
な
ど
が
増
え

た
。
中
国
が
１
２
０
１
億
円

（
１８
・
０
％
増
）
と
最
も
多

く
、
次
い
で
米
国
１
０
４
６

億
円
（
３４
・
５
％
増
）、
香
港

９
１
７
億
円
（
１０
・
９
％

減
）、
台
湾
６
０
２
億
円
（
１０

・
３
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
２５
年
２
兆
円
、
３０

年
５
兆
円
の
輸
出
額
目
標
を

掲
げ
て
い
る
。

農
畜
産
業
振
興
機
構
は
７

月
２９
日
、
２１
年
度
の
加
工
原

料
乳
生
産
者
経
営
安
定
対
策

事
業
（
ナ
ラ
シ
事
業
）
の
補

て
ん
金
単
価
を
発
表
し
た
。

加
工
原
料
乳
１
㌔
当
た
り
２

円
３１
銭
を
交
付
す
る
。
２
年

連
続
の
発
動
と
な
っ
た
。

同
事
業
は
、
加
工
原
料
乳

（
脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
等
向

け
、
チ
ー
ズ
向
け
及
び
生
ク

リ
ー
ム
等
向
け
の
生
乳
）
の

全
国
平
均
取
引
価
格
が
当
年

度
の
補
て
ん
基
準
価
格
（
直

近
３
年
間
の
平
均
取
引
価

格
）
を
下
回
っ
た
場
合
に
、

事
業
加
入
生
産
者
に
補
て
ん

金
（
差
額
の
８
割
）
を
交
付

す
る
。
生
産
者
と
国
が
１
対

３
の
割
合
で
拠
出
し
た
積
立

金
か
ら
補
て
ん
す
る
。

２１
年
度
の
補
て
ん
基
準
価

格
８３
円
６１
銭
に
対
し
、
全
国

平
均
取
引
価
格
は
８０
円
７２
銭

で
、
低
落
額
（
差
額
）
は
２

円
８９
銭
と
な
っ
た
。
そ
の
８

割
を
補
て
ん
す
る
。

２０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
業

務
用
需
要
の
停
滞
等
の
影
響

で
同
事
業
が
１４
年
ぶ
り
に
発

動
し
、
１
㌔
当
た
り
７５
銭
が

交
付
さ
れ
た
。
２１
年
度
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
、

脱
脂
粉
乳
や
バ
タ
ー
へ
の
生

乳
仕
向
け
が
増
え
た
こ
と
等

に
よ
り
、
さ
ら
に
取
引
価
格

が
低
下
し
た
。

兵
庫
県
は
、北
は
日
本
海
、

南
は
瀬
戸
内
海
に
接
し
、
中

央
に
は
高
い
山
々
が
あ
る
。

戦
後
開
拓
地
は
瀬
戸
内
海
側

に
集
中
的
に
分
布
し
、
標
高

３
０
０
㍍
以
下
の
地
区
が
多

い
が
、
水
利
条
件
に
は
恵
ま

れ
な
か
っ
た
。
県
南
部
の
加

西
市
は
、
播
磨
平
野
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
西
は
姫
路

市
、
南
は
加
古
川
市
と
接
し

て
い
る
。人
口
は
約
４
万
人
。

山
林
、
農
用
地
（
田
、
畑
）

が
そ
れ
ぞ
れ
総
面
積
の
約
４

割
、約
２
割
を
占
め
て
い
る
。

同
市
に
は
戦
後
、
開
拓
農
協

が
３
組
合
設
立
さ
れ
た
。

う
ず
ら

の

ち
ょ
う

同
市
南
部
の
鶉
野
町
（
旧

・
加
西
郡
加
西
町
）
に
は
戦

時
中
、
姫
路
海
軍
航
空
隊
鶉

野
飛
行
場
（
以
下
「
鶉
野
飛

行
場
」
）
が
あ
っ
た
。
１
９

４
５
（
昭
和
２０
）
年
、

緊
急
開
拓
事
業
に
よ

り
、
県
は
鶉
野
飛
行

場
跡
の
開
拓
を
決

定
。
同
年
よ
り
戦
災

者
、
海
外
引
揚
者
、

復
員
者
ら
約
１
０
０

戸
が
入
植
し
た
。

４８
年
９
月
、
鶉
野

開
拓
農
協
を
設
立
。

飛
行
場
建
設
時
に
地

面
を
固
め
て
お
り
、
開
墾
が

困
難
だ
っ
た
。
入
植
者
は
開

墾
・
営
農
に
努
め
た
が
、
土

質
は
強
酸
性
で
有
機
質
も
乏

し
く
、
苦
労
が
続
い
た
。
入

植
者
は
四
散
し
、
５
年
間
で

約
５０
戸
と
な
っ
た
。

６３
年
か
ら
の
第
２
次
振
興

対
策
（
開
拓
営
農
新
振
興
対

策
）
に
基
づ
い
て
、
酪
農
及

び
中
小
家
畜
を
主
体
と
し
た

経
営
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
営
農
も
次
第
に
安
定
し

て
き
た
。
だ
が
、
企
業
の
工

場
進
出
の
増
加
に
伴
い
、
第

二
種
兼
業
農
家
（
兼
業
所
得

の
方
が
農
業
所
得
よ
り
も
多

い
）
に
変
わ
っ
て
い
く
者
も

増
え
た
。
同
開
拓
農
協
は
７２

年
２
月
に
解
散
し
た
。

鶉
野
中
町
公
民
館
駐
車
場

敷
地
内
に
開
拓
記
念
碑
が
あ

る
。
０３
年
７
月
、
鶉
野
開
拓

記
念
碑
建
立
委
員
会
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
。碑
銘
は「
鶉

野
開
拓
記
念
碑
」（
写
真
）
。

下
部
に
は
、
入
植
し
た
組
合

員
と
そ
の
家
族
等
４６
人
の
氏

名
が
刻
字
さ
れ
て
い
る
。

裏
面
に
は
組
合
の
沿
革
や

歴
代
組
合
長
名
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。
碑
文
の
末
尾
に

は
「
鶉
野
中
町
開
村
五
十
九

年
に
あ
た
り
、
先
輩
諸
氏
、

及
び
組
合
員
の
家
族
の
功
績

と
努
力
を
称
え
る
と
共
に
地

区
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
子

孫
繁
栄
を
祈
念
し
こ
こ
に
記

念
碑
を
建
立
す
る
」
と
刻
ま

れ
て
い
る
。

周
辺
は
平
坦
で
、
鶉
野
飛

行
場
滑
走
路
跡
が
あ
る
ほ

か
、
家
屋
や
工
場
が
広
い
畑

の
中
に
点
在
し
て
い
る
。

開
拓
組
織
の
動
き

８
月
後
半
か
ら
１０
月
上
旬

に
か
け
て
予
定
さ
れ
て
い

る
、
開
拓
組
織
の
主
な
行
事

は
次
の
と
お
り
。

８
月

２５
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

開
拓
肥
育
牛
生
産
支
援

特
別
対
策
事
業
第
１
回

審
査
委
員
会

２６
日

北
海
道
チ
ク
レ
ン
農

協
連
通
常
総
会

㈱
北
海
道
チ
ク
レ
ン

ミ
ー
ト
株
主
総
会

９
月

５
日

全
開
連
監
事
会
・
理

事
会
・
役
員
懇
談
会

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

６
日

全
開
連
決
算
監
査
・

監
事
会

１６
日

薩
州
開
拓
農
協
通
常

総
会

１０
月

３
日

全
開
連
役
員
候
補
者

推
薦
会
議
・
理
事
会
・

監
事
会

４
日

全
開
連
事
業
概
況
説

明
会
（
東
京
会
場
）

６
日

同
説
明
会
（
九
州
会

場
・
人
吉
）

全
開
連
人
事

（
８
月
１
日
付
）

▽
西
日
本
支
所
長
（
兼
）

食
肉
営
業
部
長
｛
同
支
所
長

（
兼
）
同
部
長
（
兼
）
人
吉
食

肉
セ
ン
タ
ー
事
業
所
長
｝
磯

部
好
正
▽
同
支
所
次
長（
兼
）

同
セ
ン
タ
ー
事
業
所
長
（
同

支
所
審
査
役
）
池
田
大

チーズの需給表
２１／２０比

１０７．０

１０２．３

１１１．８

９７．９

９６．７

９８．５

９９．９

９９．６

９９．４

１０２．２

９９．７

－

－
資料：農水省「チーズの需給表」（抜粋）

２０２１

４５，３４１

２１，５８５

２３，７５６

２７６，６４６

８８，３０４

１８８，３４２

２１２，０９８

１４２，４１９

１３２，９６６

９，４５３

３５４，５１７

１９．６

１３．７

２０２０

４２，３６４

２１，１０７

２１，２５７

２８２，４９４

９１，３３８

１９１，１５６

２１２，４１３

１４３，０５６

１３３，８０９

９，２４７

３５５，４６９

１８．８

１２．７

２０１９

４０，２５７

１９，４０２

２０，８５５

２８６，９３８

９２，１７５

１９４，７６３

２１５，６１８

１４０，３７８

１３１，６６１

８，７１７

３５５，９９６

１７．４

１２．０

２０１８

４０，７７６

２０，８５１

１９，９２５

２７９，５５６

９３，７８７

１８５，７６９

２０５，６９４

１４２，６２５

１３２，９８０

９，６４５

３４８，３１９

１８．２

１２．４

年度項目

国産ナチュラルチーズ生産量①

プロセスチーズ原料用②

プロセスチーズ原料用以外③

輸入ナチュラルチーズ総量④

プロセスチーズ原料用⑤

プロセスチーズ原料用以外⑥

ナチュラルチーズ消費量⑦＝③＋⑥

プロセスチーズ消費量⑧

国内生産量⑨

輸入数量⑩

チーズ総消費量⑪＝⑦＋⑧

プロセスチーズ原料用の国産割合

チーズ総消費量の国産割合

（トン、％）

加
工
乳
ナ
ラ
シ
事
業
２
年
連
続
発
動

ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
生
産
量
７
％
増

２１
年
度

国
産
割
合
１３
・
７
％
に
上
昇

農
林
水
産
物
・
食
品
輸
出
額
１３
％
増

１
〜
６
月

乳
製
品
、イ
チ
ゴ
な
ど
好
調

うずら の

「鶉野開拓記念碑」
兵庫県加西市鶉野町
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消
費
者
庁
は
６
月
２４
日
、

「
２１
年
度
食
品
表
示
に
関
す

る
消
費
者
意
向
調
査
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
全
国
の
満

１５
歳
以
上
の
日
本
国
籍
を
持

つ
男
女
１
万
人
か
ら
回
答
を

得
た
も
の
。
食
品
表
示
が
新

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
認

知
度
は
依
然
低
く
、
重
要
事

項
は
文
字
を
大
き
く
し
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
多
い
な

ど
の
特
徴
が
み
ら
れ
た
。

食
品
を
選
ぶ
と
き
に
意
識

す
る
こ
と（
複
数
回
答
）は
、

「
常
に
意
識
す
る
」
は
価
格

が
４３
・
０
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
安
全
性
が
２５
・
８
％
、

機
能
が
１７
・
９
％
だ
っ
た
。

性
年
代
別
に
み
る
と
、「
価

格
」
は
男
性
は
１０
・
５０
代
が

４３
・
５
％
と
最
も
高
く
、
女

性
は
１０
代
が
５５
・
４
％
で
最

も
高
い
。
「
安
全
性
」
は
男

女
と
も
７０
代
以
上
が
最
も
高

く
、
男
性
が
３０
・
３
％
、
女

性
は
４４
・
７
％
だ
っ
た
。「
機

能
」
は
男
性
は
１０
代
が
２４
・

９
％
、
女
性
は
３０
代
が
２１
・

９
％
で
最
も
高
い
。
価
格
で

は
１０
代
、
安
全
性
で
は
７０
代

が
、
男
女
と
も
に
高
い
傾
向

が
み
ら
れ
た
。

「
食
品
表
示
が
ど
の
よ
う

な
も
の
か
知
っ
て
い
る
か
」

は
、「
は
い
」が
６２
・
８
％
。

性
年
代
別
に
み
る
と
、
「
は

い
」
は
男
女
と
も
７０
代
以
上

が
最
も
高
く
、
男
性
は
７７
・

２
％
、
女
性
は
８３
・
３
％
だ

っ
た
。

「
１５
年
４
月
か
ら
食
品
表

示
制
度
が
新
し
く
な
っ
た
こ

と
を
知
っ
て
い
る
か
」
は
、

「
は
い
」
は
全
体
で
１７
・
８

％
と
、依
然
認
知
度
が
低
い
。

性
年
代
別
で
は
、
男
性
は
１０

代
が
２２
・
１
％
、
女
性
は
７０

代
以
上
が
２５
・
９
％
で
最
も

高
か
っ
た
。

「
食
品
表
示
を
分
か
り
や

す
く
活
用
す
る
た
め
に
必
要

だ
と
思
う
こ
と
」
は
、
「
情

報
量
を
絞
り
、
文
字
を
大
き

く
す
る
」
が
２８
・
４
％
、
次

い
で
「
ア
プ
リ
な
ど
で
知
り

た
い
情
報
を
す
ぐ
読
み
取
れ

る
よ
う
に
す
る
」１７
・
５
％
、

「
表
示
事
項
を
バ
ラ
バ
ラ
に

複
数
の
面
に
表
示
し
文
字
を

大
き
く
す
る
」
が
１１
・
０
％

だ
っ
た
。

加
工
食
品
に
つ
い
て
、「
原

料
原
産
地
名
を
商
品
選
択
で

参
考
に
す
る
か
」
は
、
「
い

つ
も
参
考
に
す
る
」
が
全
体

で
２１
・
０
％
。
性
年
代
別
に

み
る
と
、
男
女
と
も
７０
代
以

上
が
最
も
高
く
、
男
性
は
２８

・
６
％
、
女
性
は
３９
・
１
％

だ
っ
た
。
「
原
料
原
産
地
名

表
示
の
説
明
で
正
し
い
と
思

う
も
の
」
は
図
の
と
お
り
。

正
し
く
理
解
で
き
て
い
る
人

は
１５
・
６
％
だ
っ
た
。
性
年

代
別
で
は
、
男
性
は
５０
代
が

１７
・
４
％
、
女
性
は
７０
代
以

上
が
１８
・
８
％
で
正
解
率
が

最
も
高
か
っ
た
。

「
今
後
原
料
原
産
地
表
示

を
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
（
複

数
回
答
）
」
は
、
「
表
示
義

務
の
あ
る
原
材
料
を
増
や
し

て
ほ
し
い
」
が
３３
・
７
％
、

「
外
食
・
中
食
に
も
義
務
づ

け
て
ほ
し
い
」
が
２６
・
０
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
７
月
１２
日
、

「
牛
乳
の
購
買
・
飲
用
の
状

況
に
関
す
る
緊
急
調
査
報

告
」
を
公
表
し
た
。
全
国
の

１５
〜
７０
歳
代
の
男
女
５
千
人

か
ら
回
答
を
得
た
も
の
。
牛

乳
の
消
費
が
減
っ
て
き
て
い

る
と
回
答
し
た
人
は
全
体
の

１
割
に
上
り
、
全
体
的
な
食

品
の
値
上
が
り
に
家
計
が
圧

迫
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
要
因

と
な
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら

れ
る
。

前
年
１０
〜
６
月
の
「
食
品

の
利
用
減
少
へ
の
意
識
の
推

移
」
で
、
「
減
少
意
識
（
＝

減
っ
て
き
て
い
る
）
」
が
牛

乳
は
１０
・
１
％
（
対
前
年
１０

月
比
４
・
４
㌽
増
）
と
、
飲

用
を
減
ら
す
意
識
が
増
え

た
。
一
方
、
「
増
加
意
識
」

は
６
・
９
％（
９
・
２
㌽
減
）

と
大
き
く
減
っ
て
い
る
。

牛
乳
を
含
む
す
べ
て
の
食

品
で
「
減
少
意
識
」
が
前
年

１０
月
か
ら
増
加
し
て
お
り
、

全
体
的
に
、
食
品
を
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
す
る
意
識
が
減

退
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ

る
。「

牛
乳
利
用
が
減
少
し
た

人
の
利
用
頻
度
」
は
、
「
週

３
日
以
上
」が
２８
・
８
％（
２２

・
９
㌽
減
）
と
大
き
く
減
少

し
て
い
る
。
一
方
、
「
週
１

〜
２
日
」
「
週
１
日
未
満
」

は
５０
・
７
％（
２
・
４
㌽
増
）

だ
っ
た
。
ま
た
、
減
少
前
に

は
居
な
か
っ
た「
飲
ま
な
い
」

も
２０
・
５
％
に
上
っ
て
い
る
。

「
１
日
当
た
り
飲
用
量
」

は
図
の
と
お
り
。
牛
乳
利
用

が
減
少
し
た
人
は
、
「
１
０

０
㎖
未
満
」
が
２８
・
７
㌽
増

加
し
て
い
る
。
一
方
、
「
４

０
０
㎖
く
ら
い
」
は
２０
・
８

㌽
減
少
し
て
お
り
、
飲
用
量

が
減
少
し
て
い
る
傾
向
が
う

か
が
え
る
。

「
食
品
の
物
価
上
昇
の
実

感
」
は
「
と
て
も
感
じ
る
」

「
感
じ
る
」
合
わ
せ
て
７２
・

１
％
だ
っ
た
。
ま
た
、
牛
乳

利
用
が
増
加
し
た
人
の
「
価

格
が
上
昇
し
た
」
が
１８
・
８

％
と
、
減
少
し
た
人
よ
り
も

９
・
１
㌽
高
い
。
他
の
食
品

と
比
べ
る
と
、
牛
乳
の
価
格

上
昇
を
感
じ
る
割
合
は
比
較

的
低
い
傾
向
だ
っ
た
。

「
減
少
理
由
の
推
移
」は
、

「
食
べ
物
・
飲
み
物
全
体
の

量
が
減
っ
た
」
が
１４
・
９
％

（
６
・
１
㌽
増
）
、
「
経
済

的
に
厳
し
く
な
っ
た
」
が
１２

・
１
％
（
５
・
２
㌽
増
）
で

大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
食

品
全
体
の
値
上
げ
に
よ
る
家

計
の
悪
化
意
識
か
ら
、
牛
乳

も
利
用
が
減
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
。

こ
の
他
、自
由
回
答
で
は
、

「
物
価
の
上
昇
で
牛
乳
を
飲

む
こ
と
が
で
き
な
い
」
な
ど

の
声
の
ほ
か
、
「
牛
乳
の
多

量
摂
取
は
体
に
よ
く
な
い
」

「
牛
乳
自
体
が
日
本
人
の
体

に
合
わ
な
い
」
な
ど
の
情
報

に
影
響
さ
れ
て
い
る
回
答
が

み
ら
れ
る
。

㈱
ネ
オ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

は
７
月
１２
日
、
「
食
料
品
の

値
上
げ
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
食
料
品

を
週
１
日
以
上
購
入
す
る
全

国
の
２０
歳
以
上
の
男
女
１
千

人
か
ら
回
答
を
得
た
。
食
料

品
の
値
上
が
り
を
感
じ
て
い

る
人
は
全
体
の
約
９
割
に
上

り
、
そ
の
中
で
も
、
野
菜
が

約
７
割
と
最
も
回
答
が
多

い
。「

直
近
３
ヵ
月
で
食
料
品

の
値
上
が
り
を
感
じ
て
い
る

か
」
は
、
「
と
て
も
」
「
や

や
」
を
合
わ
せ
た
「
感
じ
る
」

が
８５
・
５
％
を
占
め
た
。

男
女
別
に
み
る
と
、
女
性

が
８８
・
８
％
で
、
男
性
よ
り

６
・
６
㌽
高
い
。
年
代
別
に

み
る
と
、
６０
代
以
上
が
８９
・

５
％
、
３０
代
が
８８
・
５
％
、

５０
代
が
８８
・
０
％
の
順
で
高

か
っ
た
。

値
上
が
り
を
感
じ
る
人
の

「
値
上
が
り
を
感
じ
る
食
料

品
（
複
数
回
答
）
」
は
図
の

と
お
り
。
野
菜
の
値
上
が
り

を
感
じ
て
い
る
人
が
６５
・
７

％
に
上
っ
て
い
る
。

男
女
別
に
み
る
と
、
野
菜

は
女
性
が
７２
・
３
％
で
、
男

性
よ
り
１３
・
７
㌽
高
い
。
肉

・
魚
は
女
性
が
４５
・
０
％
で
、

男
性
よ
り
１
・
２
㌽
高
い
。

チ
ー
ズ
等
加
工
乳
製
品
は
女

性
が
４３
・
５
％
で
、
男
性
よ

り
１
・
９
㌽
高
か
っ
た
。
年

代
別
に
み
る
と
、
野
菜
は
６０

代
以
上
が
７５
・
４
％
、
肉
・

魚
は
４０
代
が
５０
・
０
％
、
チ

ー
ズ
等
加
工
乳
製
品
は
６０
代

以
上
が
４８
・
０
％
で
最
も
高

い
。「

普
段
同
じ
ブ
ラ
ン
ド
の

商
品
を
買
う
食
品
（
同
）
」

は
「
牛
乳
・
乳
製
品
・
卵
」

が
３９
・
２
％
で
最
も
高
い
。

う
ち
、
値
上
が
り
を
感
じ
た

時
に
「
他
の
よ
り
安
い
商
品

を
買
っ
て
い
る
食
品
」
は
野

菜
は
５３
・
１
％
、
「
牛
乳
・

乳
製
品
・
卵
」
は
３９
・
１
％

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

農
水
省
は
７
月
４
日
か

ら
、
毎
日
お
茶
の
あ
る
暮
ら

し
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
夏
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

暑
さ
が
厳
し
い
夏
場
に
、
水

出
し
緑
茶
（
※
）
の
楽
し
み

方
を
生
産
者
や
関
係
団
体
か

ら
募
集
・
発
信
し
、
日
本
茶

の
消
費
拡
大
を
目
指
し
て
い

く
。日

本
茶
は
２１
年
の
輸
出
額

が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
な

ど
、
海
外
か
ら
高
い
注
目
を

集
め
て
い
る
。
一
方
、
日
本

国
内
で
は
消
費
量
・
産
出
額

と
も
に
減
少
し
て
お
り
、
消

費
拡
大
の
対
策
が
望
ま
れ
て

い
る
。

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

は
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
賛
同

す
る
生
産
者
を
は
じ
め
と
す

る
お
茶
関
係
者
か
ら
、
①
日

本
茶
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

②
水
出
し
緑
茶
の
楽
し
み
方

の
提
案
記
事
③
機
能
性
成
分

な
ど
、
お
茶
の
も
つ
魅
力
を

紹
介
し
た
記
事
や
動
画
―
を

募
集
し
、
発
信
し
て
い
く
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
特
設
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
や
同
省
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
、
寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
、
茶
園
な
ど
の
事

業
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

リ
ン
ク
と
併
せ
て
掲
載
す

る
。ま

た
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

提
案
の
あ
っ
た
「
新
た
な
お

茶
の
楽
し
み
方
」
を
、
同
省

若
手
職
員
が
実
際
に
体
験

し
、
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信
し

て
い
く
予
定
と
し
て
い
る
。

（
※
）
冷
た
い
水
で
入
れ

た
緑
茶
。
カ
テ
キ
ン
は
残
し

つ
つ
、
う
ま
み
の
強
い
お
茶

を
淹
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

消費者庁調査

食
料
品
値
上
が
り
約
９
割
が
実
感

食
品
表
示
制
度
変
更
認
知
依
然
２
割

野
菜
が
約
７
割
で
最
も
高
く

要
望「
情
報
量
絞
り
、文
字
大
き
く
」

水
出
し
緑
茶
の
楽
し
み
方
募
集

生
産
者
と
連
携
、夏
の
消
費
拡
大
へ

Ｊミルク調査

牛
乳
利
用「
減
っ
て
き
て
い
る
」１
割

食
品
値
上
が
り
、家
計
圧
迫
で

ロゴマーク
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近畿農政局で６月２１日、『「なっ茶フ
レンズ」～「なっ茶」を知り、つながろ
う！』を合言葉に、釜炒り番茶の製法
を守る若い生産者を、地域の仲間が支
え合うイベントが開催された。このイ
ベントのテーマである「なっ茶」を生
産しているのは、和歌山県田辺市本宮

く ら た に

町の戦後開拓農家の後継者である倉谷
な つ み

夏美さん（２７歳）。ＢＳ朝日で６月４
日に放送された「バトンタッチSDGs
はじめてます」に出演するなど、全国
的に注目を集める開拓農家である。
料理人が惚れ込む逸品のお茶を生産
する、地域の期待の星を紹介する。
◇茶園の歴史◇
山仕事をしていた夏美さんの祖父と

旅館に勤めていた祖母が結婚後、２０歳
頃に「請川開拓」に入植。当初はモモ
を育てていたが、その後茶の木を植え、
お茶農家に転身した。夏美さんは管理
栄養士を目指し、学校で学んでいたが、
４年生の時に祖父が逝去、茶畑が売り
に出されることに。
祖父母が必死に開拓した茶畑を失う
ことをしのびなく感じた夏美さんは、
思い悩むも在学中に留学したハワイの
ホームステイ先のホストファミリーか
ら背中を押され、他業種に従事した両
親を一代飛び越し、まったくの未経験
ながらお茶農家として就農。屋号を「N
atsumi Chatsumi（なつみちゃつみ＝
夏美茶摘み）」とした。現在も日々勉
強を重ねながら、営農を行っている。
夏美さんが生産しているお茶は「番
茶」だが、これは夏美さんが生まれ育
った土地での呼び方で、一般的な緑茶
から生産する番茶とは異なる。特殊な
製造工程で生産される「釜炒り茶」で、
世界的に見ても非常に希少な、同県の

この地域にしかないお茶となってい
る。釜炒り茶と銘打って売り出した方
がイメージは伝わりやすいが、ふるさ
とでの呼称を大切に、夏美さんは Na
tsumi Chatsumi の看板商品である
「なっ茶」を番茶と説明している。
◇営農状況と今後の目標◇
Natsumi Chatsumi の茶畑の面積

は７反５畝。現在、普段は夏美さんが
１人で管理を行っており、収穫の時期

みのる み つ ほ

のみ、父・実さん（６０歳）、母・光穂
さん（５８歳）が参加している。御年９０

ま さ こ

歳となった祖母・全子さんも、荒茶の
選別作業を担当している。お茶農家の
体験の希望者をボランティアとして受
け入れたり、収穫の時期にはアルバイ
トを募集して、人手不足を補いながら、
家族全員で茶園を守っている。
「食べられるお茶」をモットーに、
農薬を使用しない製法で栽培。現在は
化学肥料と有機肥料が混在している
が、今後すべての肥料を有機肥料にし
ていきたいと考えており、循環できる
資材を肥料に使えないかについても、
日々試行錯誤している。
お茶の消費が伸びるよう、茶葉を食
事にする、染め物に使う、茶の実から
オイルを絞るなど、「飲む」以外のお
茶の利用法にも挑戦し続けている。消

費者には、様々なお茶があることを是
非知ってほしいと願っている。日本に
も地域ごとに特色あるお茶があること
を知ってもらいたいと考えており、そ
のための活動を今後もしていきたいと
意気込みを語ってくれた。
夏美さんの今後の目標は、お茶の専
業農家として安定した収入を得ていく
ことと、オーガニックの有機栽培の方
法に切り替えて美味しいお茶を作って
いくこと。また、祖父母の代から作り
続ける番茶を、もっと多くの人、世界
中に広めていきたいという。
地域唯一の伝統あるお茶の担い手と
して、夏美さんは世界を視野に果敢な
挑戦を続けていく。

露地ナス栽培は収穫や調製作業に労
力を必要とするため、生産者の高齢化
などに伴い、栽培面積が減少傾向にあ
る。
そこで山梨県総合農業技術センター
は、現状の側枝更新剪定栽培法（側枝
は第１花の上で適心し、側枝第１果の
下で切り戻し収穫）を改良し、労働力
が低下した生産者でも比較的簡単に管

理できる栽培方法を確立した。
方法
試験は同センター本所ほ場（甲斐市、
標高３１５ｍ）で行われた。施肥量はＮ―
Ｐ２Ｏ５―Ｋ２Ｏ＝４０―４０―４０（㎏／１０ａ）
とし、供試品種は「千両２号（台木：
トルバムビガー）」を使用した。また、
仕立ては直管パイプを用いたＶ字仕立
てで行い、主枝は３本仕立てとした。

結果
栽植間隔をうね間２１０㎝、株間１００㎝
に広げ、慣行栽植株数の６割にして側
枝更新剪定栽培を行うと、１０ａ当たり
の剪定及び収穫作業時間は慣行より３
割減少した。栽植間隔を広げた状態で
収穫時の側枝更新剪定を２週に１回ま
とめて行った結果、慣行と比べ作業時
間は４割程度減少し、作業時間当たり
の１０ａ秀品収量（労働生産性）は２割
以上増加した。剪定を週に１回行った
場合も同様に労働生産性は向上した
（表）。
また、栽植間隔を広げ、剪定頻度を２
週に１回もしくは週に１回まとめて行

うと、放任栽培よりも１０ａ秀品収量は
上回り、作業時間は同等だった。剪定頻
度を減らすと葉が繁茂し照度が低下す
るが、うね間を広げることで主枝が開
帳し受光量が増加。また、株間を広げ
ることで隣接する株の陰になりにくく
なるため、慣行と同等の照度となった。
同試験場は、剪定時間や収穫調製作
業を短縮できる本技術を労働力が低下
した生産者が導入することにより、栽
培面積の減少抑制が期待できるとして
いる。留意点として、この技術は１０ａ
当たりの秀品収量は減少するが、作業
時間当たりの秀品収量は向上する省力
化技術であることを挙げている。

毎年この時期には、各地で台風や大
雨による農作物の被害が発生する。大
きな被害を受けるため、事前及び事後
の対策が重要となる。果樹の対策を確
認する。
事前対策
水が停滞しやすい園では排水が速や
かに行われるよう、園地周辺の排水溝
の点検・清掃を行う。立木では主枝な
どの大枝が裂ける恐れがあるため、支
柱を添えて枝が折れるなどの被害防止
に備える。
果樹棚等の施設は、強風に備えてア
ンカー補強や棚線等の締め直しを行

い、周囲に防風ネットを設置し
ている場合は飛ばされないよう
に補強する。風雨による病原菌
の分散でカンキツのかいよう
病、ナシの黒星病などの感染拡

大が懸念されるため、防除基準に基づ
き薬剤散布を行う。
事後対策
長時間にわたる浸水は根や葉の呼吸
を阻害し、生育不良や枯死につながる。
冠水・浸水したほ場は、速やかに排水
を行う。土砂が流入した場合は樹勢低
下を防止するため早急に土砂を取り除
く。
樹が倒伏した場合は早急に起こし、
支柱等で固定する。枝葉や果実などに
泥が付着している場合は洗い落とし、
病害発生を防ぐため適切に薬剤散布を
実施する。

農水省は２２年産温州ミカン・リン
ゴの予想生産量を発表した。ミカン
は前年から減少、リンゴは増加の見
込みとなっている。
温州ミカンの予想生産量は、前年
産生産実績から０．７万ｔ減り、７４．２万
ｔの見込み。そのうち、早生温州は
１．３万ｔ減の４２．９万ｔ。うち、ハウス

ミカンは前年産実績と同等の１．８万ｔ、
極早生ミカンは０．７万ｔ減の１１．７万ｔ
が見込まれる。また、普通温州は０．６万
ｔ増の３１．３万ｔを見込んでいる。
リンゴは、不作だった前年産実績か
ら７．４万ｔ増え、７３．６万ｔの見込み。そ
のうち、つがる（早生種）は０．９万ｔ増
の８．１万ｔ、ふじ（晩生種）は４．９万ｔ
増の３８．５万ｔ、その他は１．６万ｔ増の２７
万ｔが見込まれている。

栽植間隔および剪定頻度の違いによる秀品収量および作業時間（２０２１）

試験区 うね間 株間 剪定頻度 １０a
秀品収量 秀品率

１０a
秀品収量
慣行比

１０a作業時間
z）

労働生産性
y）
慣行比

（㎝） （㎝） （回） （㎏/１０a） （％）

省力区 ２１０㎝ １００㎝ ２週に１回 ５，９１１ ４６．５ ０．７９ ０．６３ １．２５
週に１回 ６，３０７ ４８．８ ０．８４ ０．７６ １．１１

慣行区 １８０㎝ ７０㎝ 収穫時 ７，４７４ ４３．４ １．００ １．００ １．００
放任区 １８０㎝ ７０㎝ 放任 ５，３７１ ３３．０ ０．７２ ０．６６ １．０９

z（作業時間）＝（収穫時間）＋（剪定時間） ｙ（労働生産性）＝（１０a秀品収量）/（１０a作業時間）
山梨県総合農業技術センターの資料から

茶畑を背に（㊧夏美さん、㊨全子さん）

和
歌
山倉谷さ

ん（ ）支えるイベント開催
祖父母の茶畑受け継ぎ有機栽培

写真提供：永井克氏

夏秋ナス 作業時間当たりの秀品収量向上
側枝更新剪定の省力化技術

台風・大雨に警戒台風・大雨に警戒
果樹の被害防止対策を果樹の被害防止対策を

２２年産
リンゴ予想生産量１１％増
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今年６月に放送されたＫＢＳ京都の
「夢追人～農に生きる」というテレビ
番組で、京都府船井郡京丹波町の戦後
開拓農家である鈴木牧場の双子の兄

け い ご そ う と

弟、鈴木敬悟さん（２４歳）・創土さん
（２４歳）が紹介された。

も と し

１５年９月には父・基司さん（５８歳）
も「あぐり京都」という番組で紹介さ
れるなど、畜産の規模自体が小さい京
都府で廃業が目立つ中、若手の後継者
が、地域に根差した安全・安心の牛乳
を届ける姿が注目を集めている。
～牧場の歴史～
戦前、京都市内で友禅染の仕事をし
ていた鈴木家に、食糧不足に対処する
ために声がかかり、ＪＲ胡麻駅と下山
駅の中間地点近辺で作れる作物を栽培
した。終戦を迎え、引き続き食糧難の
解消のため務めたいと、戦後開拓が始

まるのと同時に１９４７（昭和２２）年、敬
け い ぞ う

悟さん・創土さんの祖父である敬三さ
ご

んが、現在の鈴木牧場が位置する「胡
ま

麻開拓」に入植した。
敬悟さん・創土さんは４人兄弟の二
男・三男。敬悟さんが１８年の１０月、創
土さんが２１年４月にそれぞれ就農し
た。地域経済を学んでいた創土さんは
六次産業化に興味があったことや、兄
の敬悟さんが帰郷し就農した姿を見
て、誰か１人が継ぐのは大変だが、兄
弟でなら良いかもしれないと考え、一

緒に牧場を継ぎたいと決心したとい
う。
現在は基司さんと３人体制。北海道
に預託している牛も含めると１６３頭を
飼養している。牧場では搾乳牛は６９～
７０頭、乾乳牛は１３頭、子牛も含めると
１３３頭を飼養。草地は３．０～３．５ha 程度
を所有しているが、現在はほぼ購入飼
料を使っている。
酪農とは無関係の勉強をしていた敬
悟さん・創土さんが牧場を継ぐに当た
り、国の助成事業を導入した。牛の首
に付けて行動を把握するＩｏＴ（モノ
のインターネット）技術を使って、発
情発見などの繁殖管理を行っている。
この装置により、３人共通で飼養して
いるすべての牛の状況を把握できてい
る。
～今後の目標～
資材高騰などから、乳価を上げてほ
しい気持ちを抱えつつ、装置が検知し
ないレベルの小さな発情も見逃さず確
実に種付けするなど、「凡事徹底」を
常に意識し、現在の状況と闘っている。

基司さんの代から注目されてきた地
域の水田農家との耕畜連携による循環
型農業を長年続けており、地域や将来
の消費者に向かって、牛乳の良さや酪
農の意義をアピールできる経営をして
いきたいと考えている。六次産業化や
酪農教育ファームなどへの新しい挑戦
や規模拡大を目指しながら、まずは良
い飼い方のできる一流の酪農家を目指
したいそうだ。
双子ならではの以心伝心を武器に、
敬悟さん・創土さんは地域唯一の若手
酪農家として、日々研鑽を積んでいる。

飼料の高騰が著しい昨今、少しずつ
でも置き換えられる国内の未利用資源
での代替技術が望まれている。
福岡県農林業総合試験場畜産部は、
タケノコ工場で廃棄されるボイルされ
たタケノコ皮をサイレージにし、アル
ファルファと置き換えられる技術を実
証した。
○方法
同試験場で先に行ったタケノコ皮の
長期保存試験において、「タケノコ皮」
または成竹を破砕する機械で圧搾した

「圧搾タケノコ皮」の２区にビートパ
ルプを混ぜる区と混ぜない区をそれぞ
れ設けた計４区で試験を行った。６ヵ
月貯蔵後の発酵品質は、ビートパルプ
を混ぜた区の方が良かった。また、圧
搾していないタケノコ皮のサイレージ
では乳牛の嗜好性が悪かったため、圧
搾タケノコ皮＋ビートパルプのサイレ
ージ｛以下、タケノコ皮混合サイレー
ジ（写真）｝を用いて以下の給与試験
を実施した。
ホルスタイン種泌乳中後期牛６頭

を、各２頭ずつ３群に分け、２頭を３
区に交代で割り振り各区６頭ずつにな
る「ラテン方格法」で行った。タケノ
コ皮混合サイレージの置き換え割合ご
とに「１４％区」、「７％区」、無混合
の「対照区」とした。各区のＴＭＲの
成分は表のとおり。試験は１７年１月～
３月に１期２１日間、予備期７日で設定。
調査項目は、乳量・乳成分・飼料摂取
量・乳成分・血液性状とした。
○結果
各試験区間で、乳量・乳成分及び飼
料摂取量、血液性状に差はみられなか
った。以上のことから、タケノコ皮混合
サイレージを給与することによる乳量
・乳成分などへの悪影響はなく、乾物
比１４％（タケノコ皮として８．３％）まで、
給与可能であることが明らかとなっ
た。このことにより、飼料成分が類似
しているアルファルファと置き換える
ことが可能であることが示唆された。
同試験場は留意点として、圧搾の費
用と手間を挙げている。タケノコ皮は
圧搾または細断しなければ牛の嗜好性
が低下するため、サイレージ化前また

は、給与前に細断する必要がある。より
簡易な手法として給与する前にＴＭＲ
ミキサーで混ぜることにより、ある程
度嗜好性が改善するとみられている。
飼料費の削減効果として、アルファ
ルファと置き換えができることによ
り、約１５０円／日／頭飼料費を削減でき
る可能性がある。また、この試験では、
工場でボイルされたタケノコ皮（一部
身含む）を使用しているが、農家から出
るタケノコ皮等も、ボイルして細断す
れば牛に給与できるとみられている。

連日の猛暑である。東京都心の猛暑
日の回数が１５回（８月１０日時点）とな
り、記録を更新している。ちなみに１９９５
年、２０１０年の１３回が過去最高だった。
７月の豚の出荷頭数が対前年比５％
減少し、生産コストが大幅に上昇する
中で、枝肉相場は若干の高値で終えた。
急激な円安、原油高、輸送コストの上
昇等から輸入豚肉の価格高騰を受け、
国産への調達気運が高まる中、７月下
旬の相場は振るわなかった。１日のと
畜頭数が６万頭程度なら、もう一段高
の相場展開を期待したが、大きく需要
が伸びなかったようである。
今年の春から北関東での豚熱の発生

が止まらない。７月２３日には国内
最大規模の農場で発生が確認され
た。飼養頭数は５万６千頭である。
２０１８年９月に２６年ぶりに国内で発
生し、８３例で３３万頭強の殺処分が
行われたこととなる。

へ い

今回の発生は報道によると、「斃
死頭数が増えている」と県へ匿名
のメールが届いたことによるもの
である。野生のイノシシ等動物の
侵入を防ぐための柵を衛生管理基
準に沿って設置していても感染は
阻止できない、どこで発生するか
も分からない。家伝法等関連法令、
家畜衛生管理基準で定める豚の飼
養者は「発見時に遅滞なく届け出
る」ことを改めて肝に銘じたいも
のである。それは地域の仲間を守
るためでもある。

（全開連参事 臼井靖彦）

栃木県で豚熱が発生し、５万頭を超
える規模の殺処分を要する被害となっ
た。事前の対策を徹底したい。
豚の豚舎間移動にはケージ・リフト
を使う。また、やむをえず豚を歩かせて
移動する場合、移動ルートを舗装し、消
石灰を十分に散布する。エサを飼料タ
ンクから豚舎へ運ぶときも、消石灰や
噴霧器で車輪を消毒する。野生動物の

侵入に十分に警戒する。たい肥舎や死
廃豚保管所に防鳥ネットを設置する。
豚舎の出入り口では長靴を洗浄後、
踏み込み消毒を行う。手指は手袋をす
る場合でも必ず消毒を行う。車両は、
タイヤや車体下部を重点的に、全体を
消毒する。
井戸水や河川水を豚の飲用水の水源
にする場合、適量の塩素系消毒剤を添
加し、定期的に濃度をチェックする。
こぼれたエサはこまめに掃除し、エサ
の保管庫も消毒や囲いを徹底する。

タケノコ皮混合サイレージのロール

左から基司さん、敬悟さん、創土さん

写真提供 :京都府農林水産技術センター畜産センター

各区のＴＭＲ飼料割合

飼料名
野草サイレージ
オーツヘイ乾草
タケノコ皮混合サイレージ
ヘイキューブクラッシュ
ビートパルプ
大豆粕
圧ペンとうもろこし
綿実
基礎配合飼料
※いずれの区もＴＤＮ７２％、ＣＰ１５．５％

写真・表ともに福岡県農林業総合試験場畜産部の資料から

乾物比％
１４％区
１７．３
１６．８
１４．１
０．０
０．０
１０．５
１６．５
４．３
２０．１

７％区
１８．５
１８．２
７．０
１．７
０．０
１０．９
１８．８
４．４
２０．２

対照区
１７．８
１７．３
０．０
６．３
４．２
１０．９
１８．７
４．４
２０．１

鈴木兄弟（京
都）力合わせ営農

ＩｏＴ技術で親子三代の牧場守る

タケノコ皮混合サイレージで代替
アルファルファと置き換え可能

豚熱感染収まらず
消毒、野生動物侵入阻止徹底を
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今年も全国的に暑い日が続いてい
る。暑熱ストレスは、肉用牛の生産性
の低下や事故につながるため対策が重
要となる。暑熱対策を確認する。
畜舎環境
肉用牛の適温域は１０～２０℃で、臨界

温度は３０℃とされている。高温・多湿
は牛の発育と健康に大きく影響する。
遮光ネットを配置して直射日光を防
ぎ、屋根への散水などで畜舎内の温度
上昇を防ぐ。換気扇・扇風機をしっか
りと掃除して風量を回復させたうえで

換気を行う。また、牛舎周辺の障害物
の排除や草刈りも通風に効果がある。
飼養管理
高温・多湿・アンモニアガスの発生
は、牛の発育と健康に大きく影響する
ため定期的に床換えを行う。体につい
たフンのヨロイを取り除くことで、体
表面から熱を逃がすことができる。
新鮮な水の給与に努めるとともに、
不足しがちなビタミン・ミネラルを補
給する。

体温測定をすることは牛の健康状態
を早期に知る大きな手がかりとなる。
例として、子牛の正常体温は３９℃前後
だが、外気温に対する体温調整がうま
くできないと夏の日中はさらに高くな
ることもある。正確な測定のために午
前中に測定する。
また、暑熱対策で熱射病から牛を守
るとともに、生産者自身も熱中症にな
らないように十分に注意して作業を行
う。

牛などの反すう動物の消化管内発酵
に由来するメタンは、二酸化炭素換算
で農林水産分野から排出される量の
３４．５％を占めると推定され、その抑制
が重要視されている。

し ぶ が き

渋柿などに含まれているタンニン等
のポリフェノールは、メタン産生菌の
活動を抑制するとされている。そこで
長野県畜産試験場（塩尻市）では、同
県の特産品「干し柿」の副産物である
皮の粉（以下「パウダー」）を給与し
て、メタン産生抑制効果と生産性に及
ぼす影響について調査した。
方法
調査は同畜産試験場場内にて行っ

た。乳用牛（ホルスタイン種雌、１７年
９月２６日生、２産、２１年３月２３日最終
分娩、試験開始時体重６２０㎏）と肉用牛
（Ｆ１雌、１５年５月２２日生、２産、２０年

２月１９日最終分娩、試験開始時体重５９５
㎏）を供試し、①第一胃メタン濃度定
時測定②第一胃メタン濃度日内変動③
体重・血液・乳用牛の乳量調査の３項
目を調べた。
①パウダーは柿皮を分解処理、乾燥
させたもので、２１年１０月１４日から１１月
１８日までの期間給与した。最初の７日
間は馴致期間として漸増給与し、その
後は４００ｇ／日を飼料にふりかけて給
与した。第一胃内ガスの採取は、フィ
ステル中央にあけた穴からガス採集器
を用いて行い、メタン濃度を測定した。
②日内変動を確認するため、給与前
（乳用牛は８月２３～２５日、肉用牛は１０
月１１～１３日）、給与２・４週目、給与
終了後３週目にあたる連続３日間で
７、１０、１３、１６、１９時の５回採取を行い、
給与前３日間（１０月１１～１３日）の１３時の

濃度と比較した。
③パウダー給与前・給与中・給
与後で体重、血液生化学性状、乳
量への影響を調査した。
結果
①乳用牛では給与前のメタンガ
ス平均濃度は２万６８６６ｐｐｍであ
ったが、給与２週目１万４０００ｐｐ
ｍ、４週目４１００ｐｐｍ、給与終了後３
週目３８００ｐｐｍと、給与前と比べ有意
に減少した。
肉用牛では、給与前のメタンガス濃
度平均は９０７６ｐｐｍ、給与２週目２７００
ｐｐｍ、給与４週目２２１６ｐｐｍ、給与
終了後３週目４０８６ｐｐｍとなり、給与
による減少傾向がみられた（図）。
②乳用牛では給与前３日間は最大４
万２７００ｐｐｍ、最小３３００ｐｐｍとメタ
ン濃度の幅は広かったが、３日間平均
は朝が高く、１０時に最低となり１９時に
向けて最大値となった。このことから、
第一胃内のメタン産生量は１日を通し
大きく変動していることが明らかにな

った。給与後は７時から１９時までのほ
とんどの時点で平均値が給与前平均値
を下回っていた。
なお、肉用牛では給与前３日間の日
内変動は測定できなかった。
③給与開始時を１００％としたときの

給与４週目の体重は、乳用牛・肉用牛
ともに約９６％であった。血液生化学性
状に顕著な異常は認められず、乳用牛
の乳量は給与期間中も維持された。
同試験場は留意点として、柿の皮以
外の部位の給与や、パウダーを４００ｇ未
満またはそれ以上与えた際にどのよう
な効果・影響があるかは不明であると
している。

新メタン排出量算出式開発
農研機構は６月９日、「ウシルーメ
ン発酵由来メタン排出量推定マニュア
ル」を公表した。従来よりも簡単な方
法でのメタン排出量の測定からその算
出までの手順がまとめられている。
牛のメタンは、農業分野の主要な温
室効果ガス排出源の一つで、あい気（ゲ
ップ）とともに大気中に排出される。
みどりの食料システム戦略では、５０
年までに農林水産業の二酸化炭素実質
ゼロの実現を目指しており、牛のメタ
ンについても削減技術の開発が求めら
れている。
しかし、国内では精度は高いが多頭
数からのメタン排出量の測定には向か

ない標準法が用いられており、技術の
開発が進まない一因となっていた。一
方、欧州で開発された「スニファー法」
は、多頭数の測定が可能である。
そこで同機構と共同研究機関は、ス
ニファー法向けの、より簡単な算出式
を開発するとともに、飼料によるメタ
ン排出量の違いを評価できることを試
験により明らかにした。
肉用牛はドアフィーダーでの飼料摂
取中に、乳用牛は搾乳ロボット内での
搾乳中に呼気を短時間採取し、１日数
回、数日間連続でメタンと二酸化炭素
濃度を測定した。システムはシンプル
で設置が容易なため、携帯可能なガス
分析計を用いれば複数の農場での測定
が可能。飼料中の繊維含量が高くなる

とメタン排出量は高くなるが、スニフ
ァー法で求めた場合も繊維含量の違い
が反映されていることが確認された。
同機構は、メタン排出の少ない飼料
の評価に、開発した算出式を用いたス
ニファー法が利用できる可能性がある

としている。また、この測定技術が研
究機関や生産者団体、飼料メーカーな
どに普及することにより、多くのメタ
ン排出関連データが収集され、低メタ
ン産生牛の育種技術開発の加速化が期
待されるとしている。

農畜産業振興機構は８月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の２２年６月分の交付金単価を公表し
た。乳用種と交雑種で標準的販売価格
が標準的生産費を下回ったため、交付
が行われる。交雑種は４ヵ月ぶりの発

動、乳用種は７２ヵ月連続の発動。
交付金単価（１頭当たり、確定値）
は、乳用種が４万３８９２．１円（前月は４
万２２６４．９円）、交雑種は３万９３９．３円。
乳用種は前月分と比較すると、販売
価格はほぼ同額だったものの、飼料費
の増加等により交付金は増額。交雑種
は、販売価格の減少に加え、素畜費が
増加したこと等で発動となった。

農水省が７月１２日に公表した畜産統
計（２２年２月１日現在）によると、全
国の豚の飼養戸数・頭数はともに前年
に比べ減少した。飼養戸数は減少傾向
が続いている。
全国の飼養戸数は３５９０戸で、前年に
比べ２６０戸（６．８％）減少（表）。飼養
頭数は８９４万９０００頭で、３４万１０００頭
（３．７％）減少した。１戸当たり飼養頭
数は７９．８頭増え、２４９２．８頭となった。

飼養頭数の内訳をみると、子取り用
めす豚は７８万９１００頭で、前年に比べ３
万４１００頭（４．１％）減少。肥育豚は７５１万
５０００頭で、１６万１０００頭（２．１％）減少し
た。
地域別にみると、飼養戸数は北海道
及び四国で増加したが、他の地域では
減少した。飼養頭数は、北海道、東海、
中国及び沖縄で前年に比べ増加した
が、これら以外の地域では減少した。
地域別の飼養頭数割合は、関東・東山
及び九州で全国の約６割を占めてい
る。

豚の飼養戸数・頭数（全国）

区 分 飼養戸数
飼養頭数 １戸当たり

飼養頭数計 子取り用
めす豚 肥育豚

戸 千頭 千頭 千頭 頭
実 数

２１年 ３，８５０ ９，２９０．０ ８２３．２ ７，６７６．０ ２，４１３．０
２２ ３，５９０ ８，９４９．０ ７８９．１ ７，５１５．０ ２，４９２．８

対前年比（%）
２２／２１ ９３．２ ９６．３ ９５．９ ９７．９ １）７９．８

注：１）は対前年差である。

環境整えて健康管理を環境整えて健康管理を
肉用牛の暑熱対策

第一胃内メタン濃度低下
柿皮パウダー給与で

豚の飼養戸数７％減
２２年畜産統計

乳用種・交雑種で発動
牛マルキン６月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

消費者の節約志
向強い中、出荷
増で相場弱含み

７月は牛肉の需要期を迎えたにもか
かわらず、新型コロナウイルスの感染
急拡大や大雨の影響で引き合いが弱か
った。各品種の相場は、総じてもちあ
いで推移した。
【乳去勢】７月の東京市場乳牛去勢
Ｂ２の税込み平均枝肉単価（速報値、
以下同じ）は１０７３円（前年同月比１０５％）
となり、前月に比べ１１円下げた。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、８月の乳用種の全国出荷頭数は２
万８千頭（１０４％）で引き続き前年同月
を上回ると見込んでいる。
【Ｆ１去勢】７月の東京市場の交雑種

（Ｆ１）去勢税込み平均枝肉単価は、Ｂ３
が１５５６円（前年同月比９９％）、Ｂ２は
１３７１円（９８％）となった。前月に比べ、
それぞれ４４円、６円上げた。
同機構は８月の交雑種の全国出荷頭
数を２万１００頭（１１３％）と、引き続き
前年同月を上回ると予測している。
【和去勢】７月の東京市場の和牛去
勢税込み平均枝肉単価は、Ａ４が２３９２
円（前年同月比１０２％）、Ａ３は２１８６円
（１０４％）となった。前月に比べ、それ
ぞれ１２円、２２円上げた。
同機構は８月の和牛の全国出荷頭数
を３万７１００頭（１０４％）と再び増加に転

じると予測。牛全体の出荷頭数は８万
６８００頭（１０６％）で前年同月をかなりの
程度上回ると見込んでいる。
【輸入量】同機構は８月の輸入量を
総量で５万２６００ｔ（９８％）と予測。内
訳は冷蔵品２万９００ｔ（９０％）、冷凍品
３万１７００ｔ（１０４％）。冷蔵品は、為替
相場の影響や前年同月の米国産の輸入
量が多かったこと等から、前年同月を
かなりの程度下回ると予測。冷凍品は、
為替相場の影響はあるものの、前年同
月の米国産の輸入量が少なかったこと
から、前年同月を上回ると見込んでい
る。冷蔵品は、現地価格の高騰や円安
の影響で減少傾向が続いている。
焼き肉向けの商材の荷動きが活発化
する時期だが、新型コロナウイルスの
感染急拡大や物価高の影響により、戻
りつつあった外食・行楽需要が鈍化す
ることが予想される。
冷蔵品輸入量の減少傾向が続いてい
る一方で、全品種の出荷頭数は前年同
月を上回る見込み。食品の値上げが相
次ぎ、消費者の節約志向が強まってい
る中、弱含みの相場展開が予想される。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み平
均枝肉単価は、乳牛去勢Ｂ２が１０５０～
１１００円、Ｆ１去勢Ｂ３が１４５０～１５５０円、
Ｂ２は１３００～１４００円、和牛去勢Ａ４が
２３００～２４００円、Ａ３は２１５０～２２５０円で
の相場展開か。

前月の高値反動
も、出荷減で底
堅い相場展開か

７月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６７１円（前年同月比
１０６％）、中物は６５１円（１０９％）となっ
た。前月に比べ、それぞれ１７円、２２円
上げた。中旬までは全国出荷頭数が少
なく、上物は７００円台後半の記録的な高
値で推移した。だが、３連休明けの下
旬には出荷頭数が増え、５００円台中ごろ
まで下げた。
農水省の肉豚生産出荷予測による

と、８月は１２９万８千頭（前年同月比
９８％、平年比１００％）、９月は１３５万２千
頭（９７％、１０３％）と前年を下回って推
移する見込み。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、８月の輸入量は総量で７万９４００ｔ

（前年同月比１０２％）の見込み。内訳は
冷蔵品３万２９００ｔ（９７％）、冷凍品４
万６５００ｔ（１０５％）。国産品と競合する
冷蔵品は、北米での国内需要の高まり
による現地価格の高騰や、為替相場の
変動等から、前年同月をやや下回ると
予測している。
出荷頭数が前年を下回ると予測され
ている。猛暑や豚熱発生の影響で、出
荷頭数が予測より減少する可能性もあ
る。一方、冷蔵品の輸入量は減少傾向
が続いている。前月の高値相場の反動
で下げの展開が予想されるものの、消
費者の節約志向が強い中、豚肉の需要
は根強い。相場は底堅い展開が予想さ
れる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６３０～６６０円、
中物は５８０～６１０円での相場展開か。

生産費増で素牛
もちあい、スモ
ールは小戻すか

【スモール】７月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均取引価格（農畜産
業振興機構調べ、月末の取引結果を除
く暫定値）は、乳雄が７万４４０６円（前
年同月比（６０％）、Ｆ１（雄・雌含む）は
１５万７５９３円（６８％）だった。前月に比べ、
それぞれ４万３２３４円、２万９７０７円下げ
た。乳雄、Ｆ１ともに北海道で大きく値
を下げた。
例年、引き合いが弱まる時期だが、
前月の下落の反動で価格は小戻す展開
か。
【乳素牛】７月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万４７８５円（前年同月比７９％）、Ｆ１去
勢は３５万２３１円（８８％）だった。前月に

比べ、それぞれ１万６６８円、５４５円下げ
た。
両品種の枝肉相場は概ね堅調だが、
飼料価格の高騰等による先行き懸念か
ら、素牛価格はもちあいか。
【和子牛】７月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
６８万４２４３円（前年同月比８７％）となっ
た。前月に比べ１万２４５０円下げた。近
畿や九州での取引が低調だった。
梅雨明け後、和牛枝肉相場の大幅な
回復がみられないことや、飼料価格等
の生産費の上昇により、子牛価格は弱
もちあいの相場展開が続くと予想され
る。
なお、同機構は「優良肉用子牛生産
推進緊急対策事業」の２２年７月分の全
国平均価格を公表した。全品種で、全
国平均価格が発動基準価格を上回った
ため、前月に続き、発動はなかった。

（一社）日本家畜人工授精師協会
が７月２９日に公表した「乳用牛への
黒毛和種の交配状況」（２２年１～３
月期、速報）によると、黒毛和種の
交配割合の全国平均は３９．６％（前期
比１．４㌽増、前年同期比３．７㌽増）と
なり、高水準が続いている。
２１年１～１２月の交配割合の全国平
均は３７．０％（前年比０．３㌽減）だっ
た。北海道が２４．８％（０．９㌽減）、都
府県は５２．２％（０．８㌽増）。２２年１～
３月期は、北海道が２８．８％（前期比
２．５㌽増、前年同期比４．７㌽増）、都
府県は５３．１％（前期比同、２．５㌽増）
となった。北海道は３期連続で上昇
した。
都府県の交配割合を地域別にみる
と、東北４０．３％（前期比１．８㌽増）、

関東５４．８％（０．４㌽増）、東海５７．３％
（２．６㌽増）、北陸５１．０％（２．３㌽増）、
近畿６４．０％（０．３㌽減）、中四国６４．６％
（６．７㌽減）、九州６５．３％（０．２㌽増）と
なっている。
ただ、延べ人工授精頭数自体は減少
している。全国の延べ人工授精頭数は
２７万６６２４頭（前期比１１．３％減、前年同期
比７．５％減）で、うち黒毛和種授精頭数
は９万２５４０頭（４．８％減、５．６％増）だっ
た。北海道の延べ人工授精頭数が２２万
８４６０頭、うち黒毛和種授精頭数は６万
５８１０頭で、それぞれ全国の８２．６％、
７１．１％を占めている。
また、性選別精液（乳雌）の利用割
合の全国平均は１８．２％（前期比０．１㌽
増、前年同期比０．３㌽増）と、やや上昇
した。

７月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ６５９ ７７２ ３０９ ３１０ １８９，７２９ ２０４，３３１ ６１４ ６５９
Ｆ１去 ２，１３０ ２，２３２ ３３７ ３４３ ３４６，７２２ ３４４，９１４ １，０２９ １，００６
和去 ２，４０９ ２，４６７ ３３３ ３３９ ７７２，６９８ ７５８，４３４ ２，３２０ ２，２３７

東 北
乳去 ― ２ ― ２２６ ― １３３，６５０ ― ５９３
Ｆ１去 １ ３ ３０７ ３３６ ２８７，１００ ２９９，２００ ９３５ ８９１
和去 ２，４５３ ２，９０３ ３２０ ３２９ ６９７，４９５ ６８１，７４８ ２，１７７ ２，０７４

関 東
乳去 ２３ ４ ３１１ ２４１ ２８９，２０４ ８１，１２５ ９２８ ３３６
Ｆ１去 １５０ １６３ ３６８ ３５５ ３６８，４９３ ３６４，６２０ １，００３ １，０２６
和去 ７８０ １，０９１ ３２４ ３１７ ７２１，１０７ ７３４，３６９ ２，２２７ ２，３１３

北 陸
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ６０ １７３ ２７５ ２８９ ６６７，５１７ ６９８，２５２ ２，４２７ ２，４１８

東 海
乳去 ８ ６ ２７０ ２７４ ２３１，２７５ ２３４，４８３ ８５７ ８５６
Ｆ１去 ４８ ４７ ３２８ ３２５ ３３５，５４６ ３３４，４００ １，０２５ １，０２８
和去 ４０２ ２０２ ２７７ ２７１ ７４６，５９４ ７１０，１２１ ２，６９５ ２，６２４

近 畿
乳去 ― ― ― ― ― ― ― ―
Ｆ１去 ― ― ― ― ― ― ― ―
和去 ４５８ ２５９ ２６４ ２７８ ６６３，６４１ ７２７，０９２ ２，５１７ ２，６１７

中 四 国
乳去 ７０ １００ ２８３ ２８７ ２０８，９３７ ２２０，４１８ ７３９ ７６７
Ｆ１去 ３２４ ３０２ ３４１ ３４６ ３３９，０８８ ３６０，６８７ ９９４ １，０４２
和去 ７０６ ９０７ ３０８ ３０６ ６４６，２２７ ６５０，９６２ ２，１００ ２，１２８

九州・沖縄
乳去 １６ １４ ２９４ ３１２ １８７，１３８ １９３，７５７ ６３６ ６２１
Ｆ１去 ４２８ ４７０ ３３７ ３３６ ３７１，５２０ ３６９，４１１ １，１０２ １，１０１
和去 １０，９０２ ８，８２６ ２９９ ３０６ ６６０，１９９ ６８３，１６３ ２，２０８ ２，２３３

全 国
乳去 ７７６ ８９８ ３０６ ３０７ １９４，７８５ ２０５，４５３ ６３７ ６６９
Ｆ１去 ３，０８１ ３，２１７ ３３９ ３４３ ３５０，２３１ ３５０，７７６ １，０３３ １，０２３
和去 １８，１７０ １６，８２８ ３０６ ３１４ ６８４，２４３ ６９６，６９３ ２，２３６ ２，２１９

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。―は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

全国平均３９．６％に上昇
２２年１～３月期 乳用牛への黒毛和種交配率

コロナ急拡大で外食・行楽需要鈍化

畜産物需給見通し畜産物需給見通し


